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［市の人口］
71,187人
男=34,844人
女=36,343人
前月比－37人

［世帯数］
26,329世帯
前月比＋4世帯

平成19年11月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

［主な内容］
● 秋の叙勲・褒章受章者、表彰受賞者、市政功労者のご紹介
● 平成20年度 市・県民税の主な税制改正
● 住民監査請求の監査結果について公表します
● 人事行政の運営等の状況について公表します
● 年末年始の市役所等の業務について

紅や黄色に染まる中津峡紅や黄色に染まる中津峡
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齊
藤
英
次
氏
（
野
坂
町
）
は
、
11
月

３
日
、
秋
の
叙
勲
で
、
旭
日
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

齊
藤
氏
は
、
昭
和
34
年
５
月
か
ら
昭

和
38
年
４
月
ま
で
、
昭
和
42
年
５
月
か

ら
昭
和
50
年
４
月
ま
で
、
昭
和
58
年
５

月
か
ら
平
成
７
年
４
月
ま
で
、
通
算
し

て
６
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
秩
父
市

議
会
議
員
を
務
め
、
平
成
５
年
５
月
か

ら
の
約
２
年
間
は
同
副
議
長
と
し
て
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
行
財
政
改
革
、
企
業
誘
致
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
市
町
村
合
併
等
の

推
進
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

旭
日
小
綬
章

齊藤　英次 氏
（野坂町）

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

小林　茂 氏
（上　町）

　

小
林
茂
氏
（
上
町
）
は
、11
月
３
日
、

秋
の
叙
勲
で
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
、
昭
和
51
年
か
ら
埼
玉
県

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
文
化

財
の
調
査
や
指
定
の
審
議
に
携
わ
り
、

埼
玉
県
の
文
化
財
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
史
専
門
委
員
を

は
じ
め
、
荒
川
総
合
調
査
企
画
委
員
、

武
甲
山
総
合
調
査
、
滝
沢
ダ
ム
水
没
地

域
総
合
調
査
、
合
角
ダ
ム
水
没
地
域
調

査
な
ど
各
種
の
調
査
に
携
わ
り
、
埼
玉

県
の
文
化
行
政
と
地
域
文
化
の
向
上
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

梅澤　源良 氏
（桜木町）

　

梅
澤
源
良
氏
（
桜
木
町
）
は
、
11
月

３
日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
澤
氏
は
、
昭
和
34
年
か
ら
平
成
８

年
ま
で
の
36
年
間
、
公
立
中
学
・
高
校

教
諭
・
教
頭
・
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ

の
間
、
情
熱
と
信
念
を
も
っ
て
、
心
身

と
も
に
健
全
な
生
徒
の
育
成
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
教
育
、
特
に

商
業
教
育
の
振
興
と
充
実
に
尽
く
し
、

平
成
元
年
に
狭
山
経
済
高
校
長
に
就
任
、

さ
ら
に
平
成
５
年
に
就
任
し
た
深
谷
商

業
高
校
で
は
、
全
国
初
の
商
業
の
専
攻

科
で
あ
る
「
情
報
会
計
専
攻
科
」
を
開

校
さ
れ
ま
し
た
。

平田　英勝 氏
（久　那）

　

平
田
英
勝
氏
（
久
那
）
は
、
11
月
３

日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
氏
は
、
昭
和
31
年
か
ら
平
成
10

年
ま
で
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
宮
内

庁
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
平
成
10
年
定

年
退
職
後
５
年
間
は
、
皇
太
后
宮
職
御

用
掛
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
昭
和
52
年
か
ら
侍
従
職
、
平

成
元
年
か
ら
皇
太
后
宮
職
に
勤
務
し
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
（
昭
和
天
皇
）、
皇

太
后
陛
下
の
側
近
と
し
て
お
世
話
申
し

あ
げ
、
皇
室
事
務
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

羽金　文雄 氏
（熊木町）

　

羽
金
文
雄
氏
（
熊
木
町
）
は
、
11
月

３
日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
金
氏
は
、
昭
和
54
年
か
ら
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
犯
罪
や
非
行
に
陥

っ
た
人
の
更
生
を
援
助
し
、
ま
た
、
犯

罪
予
防
活
動
を
行
う
保
護
司
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
昭
和
61
年
か
ら
秩
父
地
区
保

護
司
会
の
理
事
、
平
成
17
年
か
ら
は
同

会
長
と
し
て
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
積
極
的
な
取
組
に
尽
力
す
る

な
ど
、
更
生
保
護
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
埼
玉
県
保
護

司
会
連
合
会
の
常
務
理
事
も
務
め
ら
れ
、

現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

浦野　富雄 氏
（中村町）

　

浦
野
富
雄
氏
（
中
村
町
）
は
、
11
月

３
日
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

浦
野
氏
は
、
昭
和
41
年
に
陸
上
自
衛

隊
に
入
隊
。
第
３
０
２
保
安
中
隊
に
勤

務
さ
れ
、
小
隊
付
准
尉
、
教
育
隊
長
な

ど
、
保
安
部
隊
の
隊
員
と
し
て
職
務
を

遂
行
さ
れ
る
ほ
か
、
特
別
儀
じ
ょ
う
隊

員
と
し
て
、
迎
賓
館
等
で
実
施
さ
れ
る

国
賓
、
公
賓
に
対
す
る
儀
じ
ょ
う
、
昭

和
天
皇
の
大
喪
の
礼
、
即
位
の
礼
等
に

参
加
、
責
任
感
と
優
れ
た
識
能
を
も
っ

て
任
務
完
遂
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
14
年
か
ら
は
、
警
務
隊
本
部
付
警
務

隊
に
勤
務
さ
れ
、
円
滑
な
隊
務
運
営
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

秋の叙勲・褒章受章者、表彰受賞者のご紹介秋の叙勲・褒章受章者、表彰受賞者のご紹介



❸
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

新
井
彌
太
郎
氏
（
寺
尾
）
は
、
11
月

３
日
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
井
氏
は
、
昭
和
27
年
７
月
秩
父
市

消
防
本
部
消
防
士
を
拝
命
以
来
、
昭
和

62
年
３
月
秩
父
消
防
本
部
を
退
職
す
る

ま
で
、
35
年
間
に
わ
た
り
消
防
職
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
常
に
率
先
し
て
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
と
い
う

消
防
の
使
命
感
に
燃
え
、
火
災
の
予
防

お
よ
び
鎮
圧
、
風
水
害
等
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減
、
救
急
救
助
活
動
に
よ
る

人
命
救
助
な
ど
、
秩
父
地
域
の
安
全
確

保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

新井彌太郎 氏
（寺　尾）

藍

綬

褒

章

藍

綬

褒

章
浅見　豊 氏
（上野町）

　

浅
見

豊
氏
（
上
野
町
）
は
、
11
月

３
日
、
秋
の
褒
章
で
、
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
昭
和
32
年
か
ら
環
境
省

自
然
公
園
指
導
員
を
務
め
、
秩
父
多
摩

甲
斐
国
立
公
園
指
定
50
周
年
に
は
、
管

理
検
討
委
員
と
し
て
秩
父
山
地
の
景
観

保
存
に
尽
力
し
、
ま
た
、
日
本
山
岳
協

会
を
代
表
し
て
、
世
界
遺
産
の
白
神
山

地
へ
の
入
山
規
制
問
題
や
東
京
で
開
か

れ
た
山
岳
ト
イ
レ
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
に
出
席
す
る
な
ど
、
日
本
の
自
然
環

境
保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秩
父
山
岳
連
盟
会
長
、
武
甲

山
植
物
群
保
護
対
策
推
進
協
議
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
山
岳
救
助
や
稀
少
植
物

保
護
の
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
務
大
臣
表
彰

財
務
大
臣
表
彰矢尾　直秀 氏

（野坂町）

　

矢
尾
直
秀
氏
（
野
坂
町
）
は
、
10
月

24
日
、
団
体
の
活
動
を
通
じ
て
納
税
道

義
の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ
た
者
と
し
て
、

財
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
尾
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
関
東

信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会
理
事
、
社
団

法
人
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
副
会
長
お

よ
び
社
団
法
人
秩
父
法
人
会
会
長
を
歴

任
さ
れ
、
申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

国
土
交
通
大
臣
表
彰清水　亥吉 氏

（寺　尾）

県
知
事
表
彰

県
知
事
表
彰澤井　莊司 氏

（荒川小野原）

　

澤
井
莊
司
氏
（
荒
川
小
野
原
）
は
、

10
月
12
日
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
衛
生
功

労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

澤
井
氏
は
、
平
成
２
年
か
ら
秩
父
保

健
所
管
内
食
品
環
境
衛
生
協
会
荒
川
支

部
会
計
を
務
め
、
平
成
18
年
か
ら
は
同

支
部
長
、
さ
ら
に
本
部
理
事
と
し
て
、

食
品
営
業
に
対
す
る
衛
生
教
育
の
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
と
し
て
、
協
会
の
発
展
お

よ
び
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
衛
生
推
進
員
と
し
て
、

地
域
の
食
品
衛
生
の
向
上
に
多
大
な
功

績
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

カ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ラ
ワ
ー
（
長
谷

川
一
雄
氏
）（
下
影
森
）
は
、10
月
19
日
、

埼
玉
県
知
事
か
ら
優
良
施
設
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

カ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
昭

和
40
年
８
月
に
東
町
地
内
に
理
容
所
フ

ラ
ワ
ー
を
開
業
。
昭
和
48
年
２
月
に
、

現
在
地
に
移
転
し
て
以
来
、
施
設
改
善

を
推
進
し
、
地
域
の
環
境
衛
生
に
積
極

的
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理

容
師
会
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
環
境

衛
生
の
向
上
に
対
し
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

カ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ラ
ワ
ー

　次の方々から、社会福祉のため

に寄附をいただきました。温かな

善意に感謝し、ご紹介します。（平

成19年10月）

▼２日、幽芳窯　女たちの陶芸展

（市川糸代表）から３万円

ご寄附ありがとうございました

　

清
水
亥
吉
氏
（
寺
尾
）
は
、
10
月
26

日
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
自
動
車
関
係

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
氏
は
、
昭
和
43
年
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
と
し
て
秩
父
通
運
株
式
会

社
に
入
社
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
、
安

全
運
転
に
努
め
、
職
場
で
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
に
交
通
安
全
を
心
掛
け
業
務
に
邁
進

す
る
存
在
は
、
他
の
従
業
員
の
模
範
で

あ
り
、
同
社
の
事
故
防
止
と
地
域
の
安

全
輸
送
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。



2007年12月号 ❹

　

11
月
９
日
、市
民
会
館
に
お
い
て「
平

成
19
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
が
行

わ
れ
、
市
政
伸
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
功
労
を
た
た
え
、
栗
原

市
長
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

自
治
功
労
（
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

し
功
績
顕
著
な
方
）

村
田
軍
司
、
守
屋
英
雄
、
加
藤
仙
三
郎
、

山
口
民
弥
、
金
子
武
男
、
清
水
善
藏
、

靏
見
育
勇
、
新
井
大
、
岩
城
昭
義

教
育
文
化
功
労
（
教
育
・
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

二
ノ
宮
完
二
郎
、
設
楽
慶
幸
、
引
間
功
、

丸
山
正
夫
、
関
根
久
幸

消
防
功
労
（
消
防
団
員
と
し
て
防
火
等

に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

平
野
宣
夫
、
塩
田
隆
之
、
串
田
倉
一
、

中
原
豊
、
新
井
昭
太
郎
、
加
藤
伸
行
、

石
野
雅
禎
、
新
井
弘
幸
、
新
井
英
雄
、

茂
木
克
彦
、
落
合

孝
、
新
井
高
幸
、

新
井
章
、
黒
澤
聡
、
大
野
一
人
、
岩

城
忠
一
、
引
間
明
雄
、
小
池
謙
司
、
落

合
正
雄
、
勅
使
河
原
道
夫
、
中
里
幸
男
、

栁
原
勇
、
井
島
勇
、
加
藤
隆
一
、
金

森
三
佐
夫
、
井
澤
広
宣
、
飯
塚
国
広
、

新
井
正
裕
、
加
藤
直
樹
、
栁
原
雅
敏
、

青
木
勝
利
、
阪
本
則
幸
、
女
部
田
明
弘
、

引
間
勲
、
根
津
均
、
加
藤
博
文
、
千

島

武
、
山
中

賢
、
千
島
設
男
、
横

田

剛
、
宮
田
浩
明
、
山
中
恭
夫
、
黒

澤
淳
、
千
島
和
彦
、
山
口
勝
義
、
新
地

広
幸
、
石
森
重
男
、
山
中

隆
、
磯
田

健
司
、
浅
海
圭
二
、
木
村
誠
司
、
宮
川

健
治
、
神
塚
昌
男
、
宮
川
弘
太
郎
、
清

川
隆
政
、
山
中

聡
、
田
中
芳
寿
、
山

中
秀
人
、
山
中
紀
男
、
小
山
田
行
輝
、

山
中
信
行
、
大
崎

修
、
宮
崎
浩
之
、

井
上
守
、
児
玉
淳
、
磯
田
元
司
、
若

林
茂
男
、
松
田

正
、
新
井
達
美
、
深

田
一
幸
、
福
井
幸
男
、
浅
海

誠
、
新

井
年
彦
、
新
井

努
、
江
田
直
人
、
木

村
泰
寛
、
笠
原

浩
、
澤
井
信
和
、
木

村

真
、
町
田
忠
男
、
山
中
周
一
、
大

塚
英
治
、
嶌
田
卓
之
、
磯
田

宏
、
若

林
康
夫
、
井
上
武

福
祉
功
労
（
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
顕

著
な
方
）

幸
島
弘
子
、
笠
原
一
二
、
新
井
季
兵
衛
、

新
井
章
夫
、
髙
野
勝
恵

環
境
衛
生
功
労
（
環
境
衛
生
向
上
に
貢

献
し
功
績
顕
著
な
方
）

坂
本
秀
夫
、
三
橋
均
、
大
前
操
、
古

川
公
一
、
山
中
利
一

産
業
観
光
功
労
（
産
業
観
光
振
興
等
に

功
績
顕
著
な
方
）

新
井
定
夫
、
引
間
照
夫
、
新
井
潤
一
、

宮
﨑
豐
二

感
謝
状
（
寄
附
・
そ
の
他
特
別
に
功
労

の
あ
る
方
）

富
田
義
雄
、
土
屋
賢
二
、
サ
ン
電
子
工

業
㈱
代
表
取
締
役　

朝
香
純
男
、

著
名
郷
土
画
家
チ
ャ
リ
テ
ィ
秀
作
展
代

表　

西
勝
藏

担　

当　

秘
書
課

　

☎
22

－

２
２
０
１
（
直
通
）

市政伸展の功労者
118人を表彰しました
市政伸展の功労者
118人を表彰しました

平成19年度
市政功労者表彰式

　 　

市
で
は
、
大
学
等
（
短
大
生
、
高
等

専
門
学
校
生
を
含
み
、
大
学
院
生
は
除

き
ま
す
。）
に
入
学
が
決
定
し
た
学
生

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
入
学
準
備

金
」
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の

度
、
貸
付
額
、
貸
付
利
子
等
を
見
直
し

し
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
平
成
20
年
１
月
中
に

受
付
を
行
う
予
定
で
す
。　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

　

☎
25

－

５
２
２
８
（
直
通
）

市市の市市市市の市の市の市のののののののののの市
を学準備金制度を学準備金制度を入入入入入学入入入入入入入学準備金制

くご利用ご さださ利用ください

市の
入学準備金制度を
ご利用ください

市の
入学準備金制度を
ご利用ください

　

現
在
、
市
立

病
院
小
児
科
で

は
、
常
勤
の
医

師
２
人
が
診
療

に
あ
た
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成

19
年
12
月
末
で

退
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
20
年
１
月
か
ら

は
、
非
常
勤
の
小
児
科
医
師
が
外
来
診

療
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
入

院
適
用
の
患
者
さ
ん
は
、
他
の
病
院
に

紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
引
き
続
き
医
師
の

確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
変
更

が
あ
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院

　

☎
23

－

０
６
１
１

　

医
事
課

　

☎
25

－

５
０
１
１
（
直
通
）

市立病院市立病院

　からの　からの

　お知らせ　お知らせ



❺
市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

　

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
秩
父
の
す
ば
ら
し
い
企
業
を

紹
介
し
、
秩
父
で
就
職
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

企
業
の
情
報
や
求
人
情
報
を
中
心
に

掲
載
し
て
お
り
、
大
人
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
で
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご

覧
い
た
だ
き
、
秩
父
の
企
業
の
今
を
知

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
の

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
の

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

秩
父
の
企
業
を
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会

　
（
秩
父
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
22

－

４
４
１
１

秩父地域雇用対策協議会
　　　　　ホームページ

パソコン用アドレス
http://www.dokoikube.com/
koyo/
携帯電話用アドレス
http://www.dokoi
kube.com/koyo/i/

　

　黒谷駅の東側にある小高い
山（祝山）の岩肌に「和銅」
の大文字が描かれています。
　西暦708年、この地で採掘
された自然銅が朝廷に献上さ
れました（和銅奉献）。自然
銅の発見は、当時の日本にと
っては、とても大きな喜びであり、このことは、元号が「慶
雲」から「和銅」に変わったことからもうかがい知ること
ができます。日本最古の流通貨幣と言われている「和同開
珎」は、この自然銅をもとにして作られたとのことです。
　さて、来年は「和銅奉献1300年」を迎えるとともに、秩
父札所も「日本百番観音報恩総開帳」（平成20年３月18日
～７月18日）を行うため、多くの観光客がお越しになりま
す。
　そこで、今月号から４回にわたり、誇るべき和銅遺跡を
紹介していきます。
問い合わせ　観光振興課　
　☎２５－５２０９（直通）

①和銅遺跡をご存じですか？

祝山の「和銅」の文字祝山の「和銅」の文字

皆さんこんにちは。11月23日は勤労感謝の
日でした。以前は、この日に「新嘗祭」とい
う行事が行われていました。「新嘗」というの
は、その年に収穫された新しい穀物のことで、
この日に、天皇陛下が国民を代表して農作物
の恵みに感謝する祭典が行われてきたのです。
実は、私は10月24日に、皇居に参内する栄
誉をいただきました。市内の中嶋さんが、こ
の新嘗祭用の「粟」を旧秩父市としては実に
48年ぶりに献上することになり、同行させて
いただいたのです。中嶋さんには、たいへん
見事な粟を育てていただきました。その中か
ら一粒一粒をピンセットで選別して、五合分
を拾い集めたのだそうです。その粟を桐の箱
に入れ、紫色の紐で結び、白い絹で二重に包み、
さらに紫色の風呂敷に包んで、献穀式に持参
しました。
献穀の場所は、皇族の方々が結婚式を執り
行う「賢所」と並ぶ「賢所参集所」という所
でした。とても奥深い場所にあり、周囲は大
木に覆われ、まるで秩父山中の原生林に入り
込んだかのような印象を持ちました。
この｢新嘗祭｣は、皇室の行事の中でもかな
り大切な儀式なのだと感じました。通常は、
皇室から国民に向けて御下賜されることしか
ありません。ところが、この五穀の献上は、
皇室方にお届けいたすもので、大切な扱いを
していただけました。天皇陛下はわずか1.5m
くらいの距離までお近づきになり、各参列者
に労いのお言葉をかけてくださいました。皇
后様もすぐ隣にいらして、拝謁者の声が小さ
ければ小さいなりに、身を前に屈めて、すべ
てを聞き漏らさないように耳を傾けてくださ
いました。両陛下の心からの感謝のお気持ち
を、立ち居振る舞いのすべてから感じること
ができ、何ともありがたい気持ちでいっぱい
になりました。参列したすべての人たちが、
両陛下のお心に触れ、忘れ得ない感動の時を
過ごさせていただき、日本人であることの喜
びをかみ締めていたようでした。古からの伝
統の重さを実感できました。

秩父市長
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  地
域
懇
談
会

地
域
懇
談
会

地
域
懇
談
会

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
と
市
長

が
市
政
に
つ
い
て
直
接
話
し
合
う
場
と

し
て
、
市
内
16
会
場
で
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
号
に
引
き
続
き
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
な

お
、
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

答　

毎
年
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
整

備
要
望
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
西
武
鉄

道
に
対
す
る
特
急
列
車
増
発
な
ど
の
要

望
は
、
２
年
前
と
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ

問
鉄
道
会
社
へ
、
特
急
の
増
発

な
ど
、
も
っ
と
通
勤
・
通
学

が
便
利
に
な
る
よ
う
要
望
し

て
欲
し
い
。

改
正
で
、
池
袋
駅
を
平
日
午
後
６
時
30

分
、
土
曜
休
日
午
後
８
時
30
分
に
出
発

す
る
特
急
が
、
飯
能
止
ま
り
か
ら
西
武

秩
父
駅
ま
で
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
一
定

の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

利
便
性
向
上
の
た
め
要
望
を
行
い
ま
す
。

問
路
線
バ
ス
を
も
っ
と
使
い
や

す
く
し
て
欲
し
い
。

答　

市
で
は
、
バ
ス
会
社
２
社
に
対
し

て
、
赤
字
路
線
バ
ス
の
運
行
維
持
に
要

す
る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
減
り

続
け
、
逆
に
、
バ
ス
会
社
へ
の
補
助
金

額
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

現
状
を
打
開
し
て
い
く
た
め
、
市
で
は
、

市
全
体
の
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
デ
マ

ン
ド
型
交
通
な
ど
新
し
い
形
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
方
法
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

問
町
会
で
管
理
し
て
い
る
公
会

堂
の
耐
震
調
査
を
市
で
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

答　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
の
旧

耐
震
基
準
に
よ
り
設
計
、
建
築
さ
れ
て

い
る
た
め
、
耐
震
性
能
が
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
、
木
造
の
建
築
物
で
階

数
１
〜
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
５
０
０

㎡
以
下
の
建
物
の
簡
易
耐
震
診
断
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
建
築
住
宅
課
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
旭
町
公
会
堂
前
の
防
災
無
線
塔

が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
聞
こ

え
な
い
の
で
改
善
し
て
欲
し
い
。

答　

旭
町
公
会
堂
前
に
設
置
し
て
あ
る

防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
調
査

し
ま
す
。
ま
た
、
放
送
が
聞
こ
え
な
い

地
域
の
方
々
に
は
戸
別
受
信
機
の
貸
与

や
子
局
の
増
設
等
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

多
額
の
経
費
が
予
想
さ
れ
る
た
め
慎
重

に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
防
災
無
線
放
送
の
ほ

か
、
自
主
防
災
・
防
犯
組
織
、
広
報
車
、

ラ
ジ
オ
等
の
公
共
機
関
や
携
帯
電
話
を

利
用
し
た
メ
ー
ル
配
信
等
を
活
用
し
て
、

正
確
な
情
報
の
伝
達
を
図
り
ま
す
。

問
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
市
の

対
策
は
。

答　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に

は
「
の
び
の
び
子
育
て
支
援
金
」
と
し

て
最
高
８
万
円
を
支
給
し
、
出
産
時
の

お
祝
い
金
と
し
て
５
万
円
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
か
ら
、
医
療
費

の
助
成
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
３
年
生
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
自
己
負
担

１
，
０
０
０
円
で
行
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
は
、
親

子
が
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
「
つ
ど
い
の

広
場
事
業
」
や
、
育
児
の
援
助
を
行
い

た
い
者
と
受
け
た
い
者
を
組
織
化
し
相

互
援
助
活
動
を
行
う
「
秩
父
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

問
少
子
化
の
原
因
と
し
て
、
結
婚

し
な
い
人
が
多
い
。
地
域
に
結

婚
相
談
員
を
置
い
て
情
報
集
め
、

世
話
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

結
婚
に
つ
い
て
の
個
人
情
報
の
収

集
・
開
示
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
問

題
が
あ
り
、
行
政
で
は
非
常
に
難
し
い

で
す
。
行
政
が
や
る
こ
と
は
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
形
で
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

問
通
学
路
を
サ
ル
の
群
れ
が
横

切
る
の
を
見
た
。
子
ど
も
た

ち
に
鈴
を
配
り
カ
バ
ン
に
付

け
た
ら
ど
う
か
。

答　

す
ぐ
に
検
討
し
ま
す
。

（
検
討
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
を
サ
ル

や
ク
マ
等
の
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
、
久

那
、
吉
田
、
大
滝
、
荒
川
地
区
の
幼
稚

園
・
小
中
学
校
に
、
カ
ラ
ビ
ナ
タ
イ
プ

の
鈴
を
配
布
す
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
予
算
で
購
入
予
定
で
す
。）

市政報告をする栗原市長



❾

問
今
年
度
実
施
さ
れ
た
夏
休
み

の
短
縮
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
き

た
い
。
ま
た
、
今
後
の
見
直

し
は
あ
る
の
か
。

答　
（
教
育
長
）

　

今
回
の
夏
休
み
短
縮
が
、
長
期
休
業

の
生
活
か
ら
学
校
生
活
に
慣
れ
る
た
め

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
効
果

が
あ
っ
た
と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
教
育
委
員
等
が
再
度
学
校
を

訪
問
し
、
短
縮
期
間
か
ら
こ
れ
ま
で
に

至
る
効
果
や
、
教
職
員
の
声
を
把
握
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
小
中
学
校
23
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
と
教
育
委
員
に
よ

る
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
「
授
業
時
間
を
増
や

す
」
と
い
う
方
向
性
は
堅
持
し
つ
つ
、

夏
休
み
短
縮
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の

実
施
状
況
や
成
果
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

の
声
を
含
め
た
学
校
現
場
の
意
見
等
も

参
考
に
し
て
教
育
委
員
会
に
諮
り
、
総

合
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
尾
田
蒔
小
学
校
体
育
館
の
カ
ー
テ

ン
が
古
い
の
で
、交
換
し
て
欲
し
い
。

答　

早
速
担
当
に
確
認
さ
せ
て
、
要
望

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
後
日
、
担
当
が
現
地
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
尾
田
蒔
小
学
校
体
育
館
は
今
後

改
修
を
行
う
予
定
な
の
で
、
改
修
ま
で

の
間
、
本
年
中
に
建
替
え
が
終
わ
る
体

育
館
の
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
、
す
ぐ
に

付
け
替
え
ま
す
。）

問
市
立
病
院
の
医
師
が
見
つ
か

ら
な
い
と
の
話
だ
が
、
給
料

が
低
い
の
で
集
ま
ら
な
い
と

聞
く
。
市
立
病
院
の
現
状
を

聞
き
た
い
。

答　

秩
父
市
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
自

治
体
病
院
が
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

給
与
だ
け
で
な
く
、
訴
訟
問
題
な
ど
に

よ
り
、
総
合
的
で
な
い
病
院
は
医
師
が

集
ま
ら
な
い
傾
向
で
す
。
し
か
し
、
給

与
も
確
か
に
大
事
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
給
料
表
を
改

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
貸
付
制
度

も
作
り
ま
し
た
。

　

救
急
病
院
に
つ
い
て
も
、
市
立
病
院

も
限
界
に
来
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は

開
業
医
の
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
別
所
の
流
水
プ
ー
ル
跡
地
を

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
に
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
の
プ
ー
ル
に
滑
り

台
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ

ー
）
は
で
き
な
い
か
。

答　

流
水
プ
ー
ル
跡
地
は
子
ど
も
が
楽

し
め
る
と
こ
ろ
、
子
育
て
を
す
る
お
母

さ
ん
方
の
集
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
プ
ー
ル
の
滑
り
台
は
、

皆
さ
ん
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

活発な意見交換が行われました

答　

秩
父
に
は
、
大
型
観
光
バ
ス
が
止

ま
っ
て
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と

の
観
光
業
者
の
声
を
う
け
て
、
そ
ば
の

食
事
処
「
ち
ち
ぶ
花
見
の
里
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
近
隣
の
そ
ば
店
と
競
合
し

な
い
よ
う
に
、
観
光
バ
ス
等
の
団
体
の

予
約
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ば

　

今
回
の
地
域
懇
談
会
に
は
、
延
べ
１
，

９
３
０
人
も
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

会
場
で
は
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要

望
は
、
今
後
の
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
懇
談
会
に
限
ら
ず
、

市
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
等
は
、

関
係
各
課
ま
た
は
広
報
広
聴
課
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
後
日
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　

今
後
も
市
で
は
、
皆
さ
ん
と
共
に
、

誰
も
が
「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

問
荒
川
地
域
の
中
川
苗
畑
跡
地
の

施
設
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

だ
け
で
な
く
地
域
の
特
産
を
出
せ
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

月　日 対象地域 参加者

７月25日㈬ 大滝地域 120人

８月２日㈭ 西小学校区域 80人

８月８日㈬ 荒川東小学校区域 80人

８月21日㈫ 吉田地域 150人

８月23日㈭ 商工観光業関係者 90人

８月29日㈬ 久那地域 60人

10月１日㈪ 影森地域 280人

10月９日㈫ 尾田蒔地域 100人

10月12日㈮ 荒川西小学校区域 80人

10月24日㈬ 原谷地域 250人

11月２日㈮ 高篠地域 140人

11月６日㈫ 花の木小学校区域 70人

11月８日㈭ 大田地域 60人

11月13日㈫ スポーツ関係者 190人

11月15日㈭ 秩父第一小学校区域 60人

11月20日㈫ 南小学校区域 120人

計 1,930人

実施地域および参加者数
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所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

て
い
る
方
は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
平
成

19
年
分
以
降
の
所
得
税
額
の
減
額
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
額
が
減
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
申
告
に
よ
り
、
所
得
税

で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
を
、
平
成

20
年
度
か
ら
28
年
度
の
市
･
県
民
税
所

得
割
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
調
整
措
置
に
よ
り
、
税
源
移
譲
前

の
所
得
税
に
お
い
て
控
除
で
き
た
額
と

同
等
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

市市
･･
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

県
民
税
の
主
な
税
制
改
正

　

今
月
号
と
１
月
号
の
２
回
に
分
け
て
、
平
成
20
年
度
市
･
県
民

税
の
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
11
年
〜
18
年
ま
で
に

入
居
し
た
方
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

所
得
税
で

　

控
除
し
き
れ
な
い
分
を

　
　

市
･
県
民
税
か
ら

　
　
　

控
除
で
き
ま
す

対　

象　

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
ま
で
に
入
居

し
た
方
で
、
下
表
の
算
式
で
計
算
し
た

場
合
に
控
除
残
高
が
生
じ
る
方

※
Ａ
か
ら
Ｂ
を
引
い
た
金
額
が
あ
る
方

　

平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票
か
ら
、

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
」
欄

と
は
別
に
、
摘
要
欄
に
「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
」
が
記
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
行

う
方
で
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

可
能
額
」
に
記
載
金
額
が
あ
れ
ば
、
市

･
県
民
税
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
記
載
金
額
が
な
け
れ
ば
、
所
得

税
額
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
す
べ
て

控
除
し
き
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
市
･
県
民
税
控
除
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き

　

対
象
と
な
る
方
は
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

確
定
申
告
を
行
う
方
は

　

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
行
わ
な
い
方
は

　

源
泉
徴
収
票
と
一
緒
に
市
役
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
行
う
方
と
行
わ
な
い
方

で
申
告
書
の
様
式
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
住
宅
借
入
金

の
年
末
残
高
合
計
額
、
居
住
年
月
日
が

わ
か
る
書
類
（
年
末
調
整
の
際
に
提
出

す
る
、
記
入
済
み
の
「
給
与
所
得
者
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
」
の

写
し
等
）

※
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
」
は
、
12
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
課

税
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
税
務

署
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。（
事

前
に
申
告
書
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
後
日
郵
送
し
ま
す
。）

申
告
期
限　

平
成
20
年
３
月
17
日
㈪

※
毎
年
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
･
県
民
税
の
申
告
日
程
に

つ
い
て
は
、
市
報
１
月
号
お
よ
び
２

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

控除残高の算式
Ａ

次の①または②のいずれか少ない
金額
①所得税に係る平成19年分の住宅
借入金等特別控除額

②税源移譲前の税率で計算した平
成19年分の所得税額

Ｂ

税源移譲後の税率で計算した平成
19年分の所得税額

【参考】税源移譲前と税源移譲後の所得税率
税源移譲前 税源移譲後

課税所得金額 税率 速算控除額 課税所得金額 税率 速算控除額

330万円以下 10％ 0円
195万円以下 ５％ 0円

330万円以下 10％ 97,500円

900万円以下 20％ 330,000円
695万円以下 20％ 427,500円

900万円以下 23％ 636,000円

1,800万円以下 30％ 1,230,000円 1,800万円以下 33％ 1,536,000円

1,800万円超 37％ 2,490,000円 1,800万円超 40％ 2,796,000円

所得税額の求め方　　　所得金額―所得控除金額＝課税所得金額

　　　　　　　　　　　課税所得金額×税率―速算控除額＝所得税額
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地
震
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
目

的
で
、
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
を
見

直
し
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
平
成
18
年
末
ま
で
に

締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
料
（
保
険
期

間
が
10
年
以
上
で
満
期
返
戻
金
の
あ
る

も
の
）
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害
保

険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
控
除

額
の
計
算
方
法
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。） 地

震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
め
、
短
期
損
害
保
険
料
控
除

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
１
２
７
１
〜
１
２
７
３

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

地震保険料控除額の算出方法

区　　　分 年間の支払保険料の合計 控　　除　　額

①地震保険料
50,000円以下 支払金額の1/2

50,000円超 25,000円

②旧長期損害保険料

5,000円以下 支払金額

5,000円超15,000円以下 支払金額÷２＋2,500円

15,000円超 10,000円

①･②両方がある場合 ①･②それぞれの方法で計算した金額の合計額（最高25,000円）

【参考】所得税の場合

区　　　分 年間の支払保険料の合計 控　　除　　額

①地震保険料
50,000円以下 支払金額

50,000円超 50,000円

②旧長期損害保険料

10,000円以下 支払金額

10,000円超20,000円以下 支払金額÷２＋5,000円

20,000円超 15,000円

①･②両方がある場合 ①･②それぞれの方法で計算した金額の合計額（最高50,000円）

　

本
年
も
５
月
を
「
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
月
間
」
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
こ

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
度
も
赤

十
字
に
対
し
て
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た

た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

目
標
額
を
上
回
る
良
好
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
諸
事
業
の
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

　

秩
父
市
地
区
と
し
ま
し
て
は
、
な
お

一
層
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
い

と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

略
儀
な
が
ら
紙
面
を
も
っ
て
ご
報
告

と
お
礼
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　
　
　

秩
父
市
地
区
長　

栗
原　

稔

日
本
赤
十
字
社
の
主
な
事
業

１
．
国
際
活
動

世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と
と
も
に
紛

争
や
自
然
災
害
へ
の
救
援
活
動

２
．
災
害
救
助
事
業

災
害
発
生
地
に
お
け
る
被
災
者
や
傷

病
者
の
救
護
活
動

３
．
地
域
医
療
の
推
進

４
．
看
護
師
の
養
成

５
．
血
液
事
業

　

血
液
の
確
保
、
献
血
思
想
の
普
及

６
．
各
種
講
習
会

　

救
急
法
・
家
庭
看
護
法
等
の
講
習

７
．
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

赤
十
字
の
諸
活
動
の
原
動
力
と
な
る

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

８
．
青
少
年
赤
十
字

世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献

で
き
る
人
づ
く
り
の
推
進

９
．
社
会
福
祉

老
人
お
よ
び
障
が
い
者
の
福
祉
の
向

上
を
図
る

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

平成 19年度
赤十字社員増強運動

結果報告書
社資納入総額
　　　　５，８４０，２４７円

内　訳
　①各町会からの納付金
　　　　３，５１６，０６６円
　②特別協賛社員からの納付金
　　　　２，３２４，１８１円

ご協力ありがとうございました

赤十字社員増強運動赤十字社員増強運動
結果報告結果報告

平成19年度
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「
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
て
ん
ぷ
ら
油

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
」
が
吉
田
元
気
村
に

完
成
し
、
10
月
29
日
、
稼
動
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
場
で
は
、
市
内
の
学
校
給
食

調
理
場
や
一
般
家
庭
か
ら
出
る
使
用
済

み
の
て
ん
ぷ
ら
油
を
原
料
に
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
し
、
市
の
公
用

車
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
植
物

油
か
ら
作
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
増

や
さ
な
い
こ
と
、
ご
み
の
減
量
化
と
未

利
用
資
源
の
有
効
利
用
に
な
る
な
ど
、

環
境
に
優
し
い
燃
料
で
す
。

　

原
料
の
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回

収
は
、
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
か
ら
工
場
に
持
ち
込
む
場
合

　

毎
月
末
の
日
曜
日
、
午
後
1
時
〜
3

時
に
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

10
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。

有
価
物
回
収
事
業
で
集
め
る
場
合

　

モ
デ
ル
地
域
の
指
定
や
、
学
校
、
市

民
団
体
等
の
協
力
で
始
め
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
1
リ
ッ

ト
ル
1
円
で
買
い
取
り
ま
す
。

※
植
物
油
の
み
を
回
収
し
ま
す
の
で
、

ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
油
脂
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱
物
油
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所

は
、
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
内
を

は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
、
す
で
に
２
，

０
０
０
人
の
方
が
見
学
、
視
察
、
環
境

学
習
の
た
め
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
吉
田
元
気
村
を
循
環
型
環

境
学
習
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
ほ
か
、
竣
工
し
た
て
ん
ぷ

ら
油
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
や
ス
ギ
チ
ッ
プ

な
ど
に
よ
る
排
水
処
理
実
験
設
備
、
太

陽
光
発
電
、
ド
ラ
ム
缶
炭
焼
き
釜
な
ど

を
活
用
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
普
及
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
誰
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
入
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
火

曜
定
休
）

料　

金　

市
民
・
学
生
は
無
料

問
い
合
わ
せ

　

バ
イ
オ
マ
ス
・
環
境
総
合
研
究
所

　

☎
22

－

２
３
７
８
（
直
通
）

　

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所

　

☎
78

－

０
５
０
０

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

　
　

て
ん
ぷ
ら
油
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　

工
場
が
完
成
！

て
ん
ぷ
ら
油
再
生
事
業

て
ん
ぷ
ら
油
再
生
事
業

　
　
　

を
開
始
し
ま
す

　
　
　

を
開
始
し
ま
す

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

　

元
気
村
発
電
所
を

　

元
気
村
発
電
所
を

　
　

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

バイぶバちち オマス
元気村発電所
ちちぶバイオマス
元気村発電所
ちちぶバイオマス
元気村発電所

進んでいます！
環境重視のまちづくり
進んでいます！

環境重視のまちづくり
進んでいます！

環境重視のまちづくり

稼動スイッチを押す
　　　　　　　栗原市長

　 　

甲
武
信
ヶ
岳
は
、
東
京
湾
、
駿
河
湾
、

日
本
海
に
注
ぐ
３
河
川
の
分
水
嶺
で
、

広
大
な
流
域
に
、
水
の
恵
み
を
与
え
て

い
ま
す
。
11
月
18
日
、
甲
武
信
源
流
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河

川
の
源
流
で
あ
る
埼
玉
県
秩
父
市
、
山

梨
県
山
梨
市
、
長
野
県
川
上
村
の
３
市

村
が
連
携
し
て
、
全
国
に
向
け
、
環
境

ア
ピ
ー
ル
を
発
信
し
ま
し
た
。
今
後
、

国
お
よ
び
関
係
す
る
都
県
に
森
林
環
境

税
の
導
入
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
日
は
、「
癒
し
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」

や
「
田
舎
暮
ら
し

－

源
流
文
化
の
す
ば

ら
し
さ

－

」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

な
ど
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、「
森
の
コ
テ

ー
ジ
体
験
工
房
」
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）

甲
武
信
源
流
サ
ミ
ッ
ト

甲
武
信
源
流
サ
ミ
ッ
ト

　　

E
C
O

E
C
O
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た

▲「甲武信源流サミット宣言」
に署名する手前から川上村
長、秩父市長、山梨市長　

▼シンポジウムの様子
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10
月
28
日
、
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
７
〜
元
気
に
な
ろ
う
！

健
康
大
作
戦
〜
」
が
行
わ
れ
、
約
２
，

７
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ゲ
ス
ト
に
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
サ
ッ
カ
ー
の
「
球
舞
」
を
招
き
、
ラ

テ
ン
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
素
晴
ら

し
い
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
ゲ
ー

ム
、
各
種
団
体
に
よ
る
体
験
種
目
コ
ー

ナ
ー
や
演
舞
、
団
体
対
抗
種
目
な
ど
の

ほ
か
、
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
り
無

い
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
福
祉
団
体

の
手
作
り
品
の
販
売
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム

シ
ョ
ー
等
を
開
催
し
、
楽
し
い
催
し
と

な
り
ま
し
た
。

各
種
対
抗
種
目
の
結
果

小
学
生
対
抗
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

１
位　

原
谷
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

　
　
　
（
大
会
新
記
録
２
８
７
回
）

２
位　

花
の
木
ミ
ニ
バ
ス
男
前
倶
楽
部

３
位　

花
の
木
ミ
ニ
バ
ス
女
子
チ
ー
ム

玉
入
れ

１
位　

大
野
原
町
会

２
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

３
位　

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
Ｂ

ボ
ー
ル
サ
ン
ド
リ
レ
ー

１
位　

秩
父
看
護
専
門
学
校

２
位　

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
Ａ

３
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

ピ
ン
ポ
ン
リ
レ
ー

１
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

２
位　

大
野
原
町
会

３
位　

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
Ａ

問
い
合
わ
せ　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

　

　秩父市農業福祉会（小石
川一儀会長）の指導により、
６月に公立保育所の子ども
たちが植えたさつまいもが
収穫の時期を迎え、10月に
各保育所で収穫を行いまし
た。毎年、収穫の時期を楽
しみにしている子どもたちは、大きなさつまいもを重そう
に運んでいました。収穫したさつまいもは、おやつとして、
みんなでおいしくいただきました。
問い合わせ　こども課　☎２５－５２０６（直通）

　

　第２回住民監査請求の監査結果を下記のとお
り公表します。詳細については、市ホームペー
ジに掲載しているほか、監査事務局（本庁舎３
階）で閲覧することができます。（閲覧期間　
平成20年１月10日㈭まで）
問い合わせ　監査事務局 ☎２５－５２２５（直通）
　　
　　平成19年11月19日
　　　　　　　　秩父市監査委員　今井　武藏

　平成19年10月10日に、三峰神領民家茅葺屋根
葺替工事に係る住民監査請求が提出されまし
た。本件は同一人による、同一事件についての
第２回監査請求です。監査した結果（概要）を
お知らせします。
○監査委員の判断および監査結果
　平成19年５月に提出された第１回監査請求
は、収入役の権限に属する２つの支出行為が監
査対象となっていましたが、本件第２回監査請
求は、市長の権限に属する１つの支出命令が監
査対象となっています。
　第１回監査請求に対する監査においては、監
査対象である支出行為の前段階としての支出負
担行為および支出命令について、これらの行為
に違憲・違法性がないものと判断し、その判断
の上に立って、請求人らが監査請求を求めた支
出行為についても違憲・違法性がないと判断し
ました。したがって、結論的には、本件第２回
監査請求の監査結果も、第１回監査請求の結果
と同一のものとなります。
　すなわち本件葺替工事は、特定の宗教に対す
る援助、助長、促進、圧迫、干渉等になるよう
なものではなく、また、この地域の誘客や地域
振興を積極的に図る目的で行ったものであり、
神社に対する現物の補助を目的としたものでも
なく、請求人らがいう憲法、法令、条例等の違
反はないものと判断しました。
　以上のことから、本件第２回監査請求におい
て監査請求の対象となった支出命令を対象とし
た請求については、理由がないと判断しました。
　なお、本件において利害関係者となる監査委
員・町田靖夫は除斥して、判断しました。

三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に
　係る第２回住民監査請求の　係る第２回住民監査請求の
　　監査結果について公表します　　監査結果について公表します

「さつまいも」の収穫が行われました「さつまいも」の収穫が行われました「さつまいも」の収穫が行われました「さつまいも」の収穫が行われました「さつまいも」の収穫が行われました
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秩父市人事行政の運営等　　の状況について公表します　の状況について公表します
　や勤務条件、研修や福利厚生等について、主に平成18年度の状況を公表します。
か、総務部人事課（本庁舎2階）で閲覧することができます。
問い合わせ　人事課　☎２２－２２０７（直通）

　③　地域手当（平成18年度）　 
支給実績（平成18年度決算） 174,165千円
支給職員１人当たり平均支給実績（平成18年度決算） 205,869円
支給対象地域 市内全域
支給率 5%

　④　特殊勤務手当（平成18年度）

支給実績（平成18年度決算） 529千円
57,183千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 17,058円
555,174円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成18年度） 15.8％
手当の種類（手当数） 20

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
高電圧業務手当 高電圧業務に従事した職員 高圧の機械器具、電線に接近して行う保守に関する業務 日額 230円

公害調査手当 生活衛生課等に勤務する職員 公害防止のため不快な場所において行う調査または取締
に関する業務 日額 400円

（注）支給実績と支給職員1人当たり平均支給年額の下段は、秩父市立病院および大滝国
保診療所に勤務する医師と看護師に対する支給実績、上段は、それ以外の職員に対する支
給実績です。
　なお、上記は主なものであり、他に社会福祉業務手当、夜間看護業務手当などがあります。

　⑤　時間外勤務手当（平成18年度）
支給実績（平成18年度決算） 110,624千円
職員１人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 186,865円

（注）夜間勤務手当および休日勤務手当を含みます。

　⑥　その他の手当（平成18年度）

手当名 内容および支給単価 支給実績
（平成18年度決算）

支給職員１人当たり平均支
給年額（平成18年度決算）

扶養手当

①配偶者 13,０00円

90,274千円 249,376円 

②配偶者以外の扶養親族２人まで 6,000円
　（配偶者非扶養1人目） 6,500円
　（配偶者なし1人目） 11,000円
③その他１人につき 6,000円
④満16歳から22歳までの子1人につき 5,000円加算

住居手当

①借家・借間

30,643千円 96,060円 
　家賃に応じて月額　　　　　27,000円以内
②持家　月額　2,000円
ただし、新築または購入した住宅に係るものは、新築
または購入の日から起算して5年間は月額3,500円

通勤手当 ①交通機関（鉄道等）利用者　運賃相当額（最高限度55,000円） 30,380千円 55,337円②交通用具（自動車等）利用　距離に応じた額（最高限度24,500円）

管理職手当

①部長、総合支所長等 16％（上限80,000円）

158,607千円 624,438円 
②次長、室長等 15％（上限70,000円）
③課長、所長等 13％（上限58,000円） 
④主席主幹 12％（上限52,000円）
⑤主幹 10％（上限42,000円）

宿日直手当
一般の宿日直、災害発生等に対処するための勤務および入院
患者の病状の急変等に対処するための医師の勤務に支給
→6,000円～42,000円（ただし5時間未満の勤務の場合は1/2）

16,983千円 57,962円

（注）上記のほか、初任給調整手当、夜間勤務手当、休日勤務手当があります。

（1）勤務時間の概要（標準的なもの） （平成19年4月1日現在）
開始時刻 休息時間 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 1週間の勤務時間

午前8時30分 正午～午後0時15分
午後3時～3時15分 午後0時15分～1時 午後5時15分 8時間 40時間

（注）勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

（2）年次有給休暇の取得状況　　（平成18年）
平均取得日数 10.2日

（3）育児休業等の取得状況　　（平成18年度）
育児休業 部分休業

9人 1人
※平成18年度中に新たに育児休業等を取得した職員数です。

（4）特別休暇の概要 
休暇の原因 付与日数

産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、14週間）前（出
産予定日を含む）から産後８週間（出産日の次の日か
ら）を経過するまでの期間

生後1年に達しない子を育てる
場合 １日２回それぞれ30分間

忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認められる期間
小学校就学の始期に達するまで
の子を看護する場合 一の年において５日の範囲内で必要と認められる期間

骨髄提供のために必要な検査、
入院等をする場合 その都度必要と認められる期間

（注）上記は主なものであり、その他、結婚休暇、ボランティア休暇などがあります。

（1）分限処分
　平成18年度において、４名が分限休職処分となりました。

（2）懲戒処分
　平成18年度において、懲戒処分にされた者はありませんでした。

許　可　件　数 主　な　理　由
職務専念義務免除 262 研修、厚生事業等
営利企業等従事 0 国勢調査指導員等

（1）職員の研修の概要 （平成18年度）
区　　　　分 修了者数（人） 主　な　内　容

自　 主　 研　 修 18 自主研究グループ研修、通信教育講座
職　 場　 研　 修 5 OJTモデル研修

職場外研修
集合研修 208 新規採用職員研修、係長級研修、管理職研

修、グッドマナー研修など

派遣研修 30 埼玉県、自治人材開発センター、市町村ア
カデミーなど

（2）職員の勤務成績の評定の概要 （平成18年度）
区　　　分 内　　　　　　　　　　容

評定の回数・時期 毎年２回・２月１日と11月１日を基準日とする
対 象 職 員 全職員（特別職、休職者および臨時職員等を除く）

評 定 の 方 法 ①業績に関する評価、②態度に関する評価、③知識・技能、理
解力、創意工夫、表現・応対力等の能力に関する評価を行う

（注）この評定結果は、人事異動（昇任等）に反映しています。

（1）福利厚生制度の概要
内　　　　　　　　　　容

短 期 給 付 職員と被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業または災害に
対する給付

長 期 給 付 職員の退職・障害・死亡に対して行う年金または一時金の給付
福 祉 事 業 健康の保持増進事業など

（2）公務災害の認定状況　　　　（平成18年度）
認　定　件　数

公　務　災　害 11
通　勤　災　害 0

　係属事案はなく、平成18年度に新たな措置要求はありませんでした。

　係属事案はなく、平成18年度に新たな不服申立てはありませんでした。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の分限および懲戒処分の状況

職員の服務の状況
（平成18年度）

職員の研修および勤務成績の評定の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況

不利益処分に関する不服の申立ての状況

３

４

５

６

７

８

９
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（1）職員採用試験の状況（平成18年度） （人）
受験区分 応　募　者 受　験　者 １次合格者 最終合格者

一般事務職 57 53 24 5
一般事務職（土木技師） 10 9 6 3
一般事務職（建築技師） 3 2 1 0
一般事務職（保育士） 30 28 7 3
保健師 6 5 5 4

計 106 97 43 15

（2）職員の退職の状況（H18.4.1～H19.3.31）　　　　（人）
定年退職 勧奨退職 普通退職 その他（死亡等）

12 7 15 1

（3）定員管理の状況 
　①　部門別職員数の状況（各年4月1日現在） （人）

区　分
部　門

職　　員　　数 対前年増減数平成18年 平成19年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6
総 務 132 133 1
税 務 39 40 1
民 生 116 111 ▲5
衛 生 66 69 3
労 働 1 1
農 林 水 産 27 22 ▲5
商 工 23 21 ▲2
土 木 85 88 3
小 計 495 491 ▲4

特別
行政

教 育 122 108 ▲14
小 計 122 108 ▲14

公
営
企
業
等

病 院 161 167 6
水 道 30 30
下 水 道 17 17
そ の 他 22 23 1
小 計 230 237 7

合　　　　　　　計 847 836 ▲11
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣

職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

秩父市人事行政の運営等　　の状況について公表します秩父市人事行政の運営等　
「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与　

なお、詳細については、市ホームページに掲載されているほ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員の任免および職員数に関する状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口

（平成1８年度末） 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率
（B/A）

平成
18年度

平成19年3月31日
70,730人

千円
26,982,849

千円
1,625,008

千円
4,952,301

％
18.4

（注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（平成19年4月1日現在）
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 253,089円 ※1310,606円 ※2360,830円
高校卒 ※3214,140円 260,625円 ※4286,344円

※１経験年数14～16年、※２経験年数19～21年、※３経験年数9～12年、※４経験年
数19～21年の職員の平均額をそれぞれ記載しています。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当た
り給与費
B/A給　　料 職員手当 期末･

勤勉手当 計　B

平成
19年度

人
591

千円
2,307,396

千円
434,202

千円
955,129

千円
3,696,727

千円
6,255

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成19年4月1日現在）
　①　一般行政職
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩　父　市 42.1歳 328,793円 396,253円 380,849円

国 40.7歳 325,724円 －円 383,541円

　②　技能労務職
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩　父　市 50.8歳 293,390円 324,568円 314,564円

国 48.8歳 287,094円 －円 320,514円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成19年４月１日現在における各職種ごとの職員の基
本給の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手
当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公
務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間
外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものです。

（4）職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）

区　　　分 秩父市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職 大学卒 170,200円 183,800円 170,200円 183,800円
高校卒 138,400円 148,000円 138,400円 148,000円

（8）職員手当の状況 
　①　期末・勤勉手当（平成18年度）

秩　　　父　　　市
１人当たり平均支給額（平成18年度）

1,638千円
（平成18年度支給割合）
　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　　 1.45月分
　　　（1.6）月分　　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　役職加算５％～20％

（6）一般行政職級別職員数の状況（平成19年4月1日現在） （人）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計標準的な職務内容 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 次長 部長
職員数 14 43 92 113 66 74 27 15 444
構成比 3.1% 9.7% 20.7% 25.4% 14.9% 16.7% 6.1% 3.4% 100.0%

（注）１　秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（7）特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）
区　　　　分 給　料　月　額　等

給　　料 市　長 880,000円
副市長 749,000円

報　　酬
議　長 412,000円
副議長 361,000円
議　員 343,000円

期末手当

市　長
副市長

平成19年度支給割合
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

議　長
副議長
議　員

平成19年度支給割合
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

退職手当
算定方式 支給時期

市　長 給料月額×在職月数×0.4025 任期毎副市長 給料月額×在職月数×0.2415

1

職員の給与の状況

　②　退職手当（平成18年度）
秩　　　父　　　市

（支給率）　 自己都合 　勧奨・定年
勤続20年 21.0月分 27.3月分
勤続25年　 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
　　　　　　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　　　　（2%～20%加算）
（退職予定特昇　勧奨退職の場合）
1.勤務年数20年未満の職員 １号給
2.勤続年数20年以上の職員 ２号給
１人当たり平均支給額
　（自己都合） 5,707千円
　（勧奨・定年） 23,144千円

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給
割合です。
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平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
12月13日、27日
１月10日 12月23日 12月23日を除く

土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・証明
書、所得課税証明書などの発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑証
明書や所得課税証明書
などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※収納課では、12月29日㈯、30日㈰午前８時30分～午後
５時15分も、年末納税窓口を開設します。

日 月 火 水 木 金 土
12/10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 １/1 ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

　

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
せ
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
関
係
の
深
い
市
の
窓
口
業
務
は
、

毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
、

早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

お
よ
び
出
先
機
関
等
は
、
12
月
29
日
㈯

か
ら
翌
年
１
月
３
日
㈭
ま
で
の
６
日
間

休
業
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
期
間
の
本

庁
舎
休
日
窓
口
は
、こ
の
ペ
ー
ジ
の「
夜

間
・
最
終
日
曜
・
休
日
窓
口
開
設
」
の

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
部
で
は
、
休
業
期
間
中

の
水
道
の
使
用
申
込
み
お
よ
び
使
用
中

止
届
の
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

主
な
出
先
機
関
等
の
休
業
期
間
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

主な出先機関等の休業期間
施　　設　　名 休業期間

道の駅大滝温泉（遊湯館、郷路館） 25日㈫～ 31日㈪
温水プール 25日㈫～１月３日㈭
大滝老人福祉センター 28日㈮～１月４日㈮
まつり会館
道の駅あらかわ 29日㈯～１月１日㈫

中村・宮地児童館
市立病院（29 日㈯、１月２日㈬は　救急当
番医）
大滝国民健康保険診療所（内科）
下郷・影森・高篠福祉交流センター
いきがいセンター
高齢者憩いの家
老人福祉センター　渓流荘
秩父宮記念市民会館
歴史文化伝承館・各公民館・勤労青少年
ホーム
芸術文化会館
ちちぶ銘仙館
武甲山資料館
秩父事件資料館（井上伝蔵邸）・龍勢会館
浦山・吉田・大滝・荒川歴史民俗資料館
吉田石間交流学習館
文化体育センター・スポーツ健康センタ
ー・各体育施設
やすらぎの丘管理事務所
秩父・荒川勤労者福祉センター

29日㈯～１月３日㈭

大滝国民健康保険診療所（歯科） 29日㈯～１月４日㈮
道の駅　龍勢茶屋 31日㈪～１月１日㈫
吉田元気村 31日㈪～１月２日㈬

業務区分 年　　末 年　　始

ごみ収集業務
12月29日㈯収集
予定地区まで通
常どおり収集

１月４日㈮収集
予定地区から通
常どおり収集

ごみの持込み

12月30日㈰まで
※29日㈯、30日㈰
は、受け入れを行
います。

１月４日㈮から

持込み受付時間　午前９時～正午
　　　　　　　　午後１時～４時

火 葬 業 務 12月31日㈪まで １月３日㈭から

通 夜 施 設 12月29日㈯の
利用まで

１月３日㈭の
利用から

霊 柩 車 業 務 12月31日㈪まで １月４日㈮から

問い合わせ　秩父広域市町村圏組合業務課　☎23－2489
　　　　可燃ごみ（秩父クリーンセンター）　☎24－8050
　　　　不燃ごみ（秩父環境衛生センター）　☎23－8921
　　　　火　　葬（秩父斎場）　　　　　　　☎23－1678

　

年
末
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中

し
、
ご
要
望
に
応
じ
き
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
12
月
20
日
㈭
ま

で
に
各
地
区
収
集
担
当
業
者
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
内
の
業
務
は
12
月
28
日

㈮
正
午
ま
で
行
い
、
年
始
は
１
月
４

日
㈮
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
秩
父
・
大
滝
・
荒
川
地
区

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

○
吉
田
地
区

　

吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

年
末
年
始
の

　
　

し
尿
く
み
取
り
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

年末年始の市役所等の業務についてお知らせします

※「道の駅ちちぶ」は、年末年始も営業しています。

年末年始のごみの収集・斎場業務

※ごみは、収集日当日の朝8時までに必ず出して
ください。

収集した後にごみを出すと、ごみ集積所周辺の方に迷惑をか
けることになります。
お互いにルールを守って、環境美化にご協力をお願いします。
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の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｂ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｃ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｃ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｂ

秩 父 市 熊 木 町 8 ― 15

秩 父 市 役 所
収　 　 納　 　 課  行

の　 り　 し　 ろ　 Ａ

切 手 を は ら ず に

こ の ま ま お 出 し く だ さ い

差
出
有
効
期
間

平
成
21
年
12
月

9日
ま
で

秩
父
局

承
　
認

2
7

3
6
8
8
7
9
0

裏 面 が 口 座 振 替 依 頼 書 に な っ て い ま す

○
便
利
・
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

お
勧
め
し
ま
す
！
 

　
　
　
口
座
振
替
納
税
制
度

・
納
期
ご
と
に
、
金
融
機
関
等
に
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す。

・
う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
た
と
き
も
安
心
で
す
。

・
現
金
の
盗
難
、
紛
失
等
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
共
働
き
の
家
庭
や
お
年
寄
り
の
世
帯
な
ど
に
最
適
で
す
。

○
取
扱
金
融
機
関

埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
の
本
・
支
店

足
利
銀
行
・
埼
玉
縣
信
用
金
庫
・
埼
玉
信
用
組
合
・
中
央
労
働
金
庫
・

東
和
銀
行
・
武
蔵
野
銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
の
各
本
・
支
店

ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合
の
各
支
店
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

○
振
替
日
（
引
落
日
）

各
税
目
の
納
期
限
の
日

○
振
替
開
始
日

収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
秩
父
市
役
所
収
納
課

　
04
94
-2
2-
22
11
 内
線
12
84
・
12
85

（ 山　 折　 り ）

の　 り　 し　 ろ　 Ａ

（ 山　 折　 り ）

（
山
　
折
　
り
）

（
山
　
折
　
り
）

（ 山　 折　 り ）

料
金
受
取
人
払
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秩 父 市 長 お よ び 金 融 機 関 あ て 両 方 と も ご 記 入 く だ さ い 。

記

受
　
　
付
　
　
印

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

ア イ ウ エ オ

00
56
0-
0-
31
95
0

00
58
0-
7-
31
96
0

00
58
0-
7-
31
96
0

00
50
0-
4-
31
97
0

00
52
0-
1-
31
98
0

35 35 35 35 35

口
座
振
替
指
定
税
目

市
県
民
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
個
人
）固
定
資
産
税

  
都
市
計
画
税

（
共
有
）固
定
資
産
税

  
都
市
計
画
税

口
座
番
号

コー
ド
納
付
方
法

期 別
前 納 前 納 前 納 前 納 前 納

期 別 期 別 期 別 期 別

※
収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

ま
た
、
１
か
所
で
も
記
入
漏
れ
・
訂
正
が
あ
っ
た
場

合
は
、
希
望
月
か
ら
の
振
替
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

ま
た
、
１
か
所
で
も
記
入
漏
れ
・
訂
正
が
あ
っ
た
場

合
は
、
希
望
月
か
ら
の
振
替
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
に

　
あ
た
っ
て

　
下
記
事
項
を
よ
く
ご
覧
に
な

っ
て
か
ら
、
口
座
振
替
依
頼
書

に
記
入
し
て
市
役
所
収
納
課
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

秩
父
市
か
ら
市
税
等
の
請
求
が
あ

っ
た
と
き
は
、
請
求
金
額
を
預
貯

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
、
支
払

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
預

貯
金
規
定
ま
た
は
、
当
座
勘
定
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
預
貯
金
通
帳
、

同
払
戻
請
求
書
の
提
出
ま
た
は
小

切
手
の
振
出
し
は
し
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
承
認
、
取
扱
郵
便
局
受
付
印

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

ア イ ウ エ オ

00
56
0-
0-
31
95
0

00
58
0-
7-
31
96
0

00
58
0-
7-
31
96
0

00
50
0-
4-
31
97
0

00
52
0-
1-
31
98
0

35 35 35 35 35

口
座
振
替
指
定
税
目

市
県
民
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
個
人
）固
定
資
産
税

  
都
市
計
画
税

（
共
有
）固
定
資
産
税

  
都
市
計
画
税

口
座
番
号

コー
ド
納
付
方
法

期 別
前 納 前 納 前 納 前 納 前 納

期 別 期 別 期 別 期 別
1.

預
貯
金
口
座
残
高
（
当
座
貸
越
を

利
用
で
き
る
範
囲
内
の
金
銭
も
含
む
）

が
振
出
日
に
お
い
て
納
付
す
べ
き

金
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
秩
父

市
に
返
却
さ
れ
て
も
異
議
あ
り
ま

せ
ん
。

2.

こ
の
預
貯
金
口
座
振
替
契
約
は
、

私
か
ら
の
申
出
お
よ
び
貴
店
の
都

合
に
よ
り
解
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
貴
店
は
、
所
定
の

手
続
き
に
よ
り
秩
父
市
に
通
知
し

ま
す
。

4.

口
座
振
替
後
の
領
収
証
書
は
不
要

で
す
。

5.

こ
の
取
扱
に
つ
い
て
、
紛
議
が
生

じ
て
も
貴
店
の
責
め
に
よ
る
場
合

を
除
き
、
貴
店
に
は
ご
迷
惑
を
か

け
ま
せ
ん
。

6.

指
定
税
目
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
た

と
き
は
、
こ
の
口
座
へ
還
付
金
を

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

7.

振
替
日
は
納
期
限
の
日
と
し
ま
す
。

3.

秩
父
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

秩
父
市
長
　
様

秩
父
市
へ
納
付
す
る
市
税
等
を
預
貯
金
口
座
振
替
で
納
付
し
た
い
の
で
、
記
載
事
項
承
認
の
う
え
依
頼
し
ま
す。

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
開
始
時
期

　
年
　
月
か
ら

電
　
話
　
番
　
号

銀
　
　
行
・
金
　
庫

信
用
組
合
・
農
　
協

支
店

預
金
種
別

口
座

番
号（
　
　
　
）

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
名

住
　
所

〒

振
替
開
始
時
期

　
年
　
月
か
ら

電
　
話
　
番
　
号

（
　
　
　
）

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
名

住
　
所

〒

通
帳
届
出
印

フ
リ
ガ
ナ

口
座
名
義
人

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

郵
政
コ
ー
ド

銀
行
コ
ー
ド

種
別
コ
ー
ド

支
店
コ
ー
ド

16
6－
別
 指

加
入
者
名

秩
父
市
会
計
管
理
者

通
　
 帳
　
 記
　
 号

通
　
 帳
　
 番
　
 号

1．
普
　
　
通

2．
当
　
　
座

3．
納
税
準
備

1
9 
9 
0 
0

0
1

の

個
人
コ
ー
ド

個
人
コ
ー
ド

取
扱

金
融

機
関

支
店

名

銀
　
　
行
・
金
　
庫

信
用
組
合
・
農
　
協

支
店

預
金
種
別

口
座

番
号

通
帳
届
出
印

フ
リ
ガ
ナ

口
座
名
義
人

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

郵
政
コ
ー
ド

銀
行
コ
ー
ド

種
別
コ
ー
ド

支
店
コ
ー
ド

16
6－
別
 指

加
入
者
名

秩
父
市
会
計
管
理
者

通
　
 帳
　
 記
　
 号

通
　
 帳
　
 番
　
 号

1．
普
　
　
通

2．
当
　
　
座

3．
納
税
準
備

1
9 
9 
0 
0

0
1

の

取
扱

金
融

機
関

支
店

名

秩
父
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

各
金
融
機
関
　
御
中

秩
父
市
へ
納
付
す
る
市
税
等
を
預
貯
金
口
座
振
替
で
納
付
し
た
い
の
で
、
記
載
事
項
承
認
の
う
え
依
頼
し
ま
す。

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

キ

リ

ト

リ
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寒
さ
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
冬
は
、
水
道
管
が
一
番
苦
手

な
季
節
で
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃

以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
水
栓
（
蛇

口
）
の
水
が
凍
っ
て
破
裂
す
る
な
ど
の

凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご
家
庭

内
の
水
道
管
や
水
栓
に
も
早
め
の
冬
じ

た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
布
切
れ
等
を
巻
く

　

水
道
管
や

水
栓
に
、
乾

い
た
布
や
毛

布
ま
た
は
専

用
の
保
温
材

を
巻
き
、
そ
の
上
を
濡
れ
な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
で
お
お
う
。

○
水
抜
き
バ
ル
ブ
を
取
り
付
け
る

　

立
ち
上
が
り
部
分
の
水
を
抜
い
て
し

ま
う
も
の
（
取
り
付
け
の
際
は
、
秩
父

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

○
布
切
れ
等
で
包
む

　

布
や
毛
布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

メ
ー
タ
ー
全
体
を
包
む
。

○
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
お
お
う

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
空
箱
を
、
ボ
ッ

ク
ス
に
合
わ
せ
板
状
に
切
っ
て
お
お
う
。

　

な
お
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
細
か
く

切
っ
て
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
て
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
検
針
に
支
障
が
あ

り
ま
す
の
で
、
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
か
ら
お
お
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
っ
た
水
栓
や
水
道
管
に
、
タ
オ
ル

を
か
け
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
熱

湯
は
、
絶
対
に
か

け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
破
裂
や
ヒ
ビ

割
れ
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

も
し
も
、
凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
締
め
、
す
ぐ
に
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
修
理
し
て
く

だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
、
い
っ
た
ん
破
裂
す
る
と
、

大
変
不
便
で
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
ま
た
、
大
切
な
水
を
む
だ
に
す
る
ば

か
り
か
、
工
事
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大

き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
場
を
事
故
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
水
道
施
設
を
大
切
に
正
し
く
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
部
工
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
２
（
直
通
）

水
道
部
各
事
務
所

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
５

　

大
滝
☎
55

－

０
３
０
０

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
７

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

❖❖❖❖

❖❖❖❖

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

凍
結
防
止
方
法

凍
結
防
止
方
法

❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖

水
道
が
凍
っ
て

水
道
が
凍
っ
て

出
な
い
と
き
は
？

出
な
い
と
き
は
？

❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖

凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
ら

凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
ら

❖❖❖❖

❖❖❖❖

もうお済みですか？水道管の冬じたくもうお済みですか？水道管の冬じたくもうお済みですか？水道管の冬じたくもうお済みですか？水道管の冬じたくもうお済みですか？水道管の冬じたく
水道管は寒～いのがキライ！

ビニール

布切れ

ぬる
ま湯

布切れや毛布を巻き
ビニールでおおいます

熱　湯

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の

　

支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部　

担
当
：
鈴
木
純

　

☎
24

－

８
８
５
６

（
月
〜
金
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

【
お
た
す
け
隊
】

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
３
２
回

休
憩
所
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
の
お
店
）
他

☆
各
種
会
議
、
宴
会
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

☆
地
元
の
方
、
観
光
客
の
方
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
レ
ン
タ

ル
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
出
品
者
を
募
集

中
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

秩
父
館　

担
当
：
柴
田
・
四
方
田

　

☎
24

－

８
８
５
６

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

12
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜

今
回
は
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
ナ
イ
ト

チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド
セ
ー
ル

（
12
月
14
日
㈮
〜
30
日
㈰
）

お
買
物
を
し
て

　
　

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
　
　
　
【
３
億
円
】を
当
て
よ
う
！

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
秩
父
館
ク
イ
ズ

★
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
・
ス
ト
ラ
イ
ク

★
福
引
大
会　

ナ
イ
ト
開
催
時
に
、
福

引
き
会
場
へ
市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー

ル
の
福
引
き
に
１
回
（
お
一
人
様
１

枚
ま
で
）
参
加
で
き
ま
す
。（
市
報

は
お
返
し
し
ま
す
。
景
品
が
な
く
な

り
次
第
終
了
で
す
。）
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
に
て
。

済

あ
な
た
の
困
っ
た
を
お
手
伝
い
！

　

県
と
市
と
協
働
で
、
お
た
す
け
隊
を

派
遣
し
ま
す
。

で
か
け
た
ら
…
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村に足湯オープン！　中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！
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市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成19年10月契約分 公共工事の発注状況を公表します

（一般競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

11日 １月31日 森林管理道上強石線改良工事 大滝地内 11,760,000 11,550,000 98.21 ㈱高野組
大滝総合支所
地域振興課
☎55－0861

11日 ３月10日 森林管理道大達原線開設工事 大滝地内 23,205,000 21,525,000 92.76 吉岡建設㈲
大滝総合支所
地域振興課
☎55－0861

11日 ３月19日 市道荒川白久９号線道路改築
工事 荒川白久地内 16,695,000 16,590,000 99.37 荒川建設㈱

荒川総合支所
地域振興課
☎54－2114

15日 ２月29日 中央289号線配水管布設替工事 中村町地内 14,385,000 11,497,500 79.93 ㈱萩原工務店 水道部工務課☎25－5222

18日 ３月24日 尾田蒔472号線道路改築工事 下蒔田地内 50,400,000 36,645,000 72.71 駒井建設興業㈱
地域整備部
道路課

☎25－5213

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 ２月29日 別所浄水場導水管布設工事 別所地内 36,015,000 32,518,500 90.29 ㈱ダイショウ
水道部

浄水センター
☎23－6197

22日 ３月24日 汚水処理施設整備交付金第
203工区管路施設工事 別所地内 26,250,000 25,672,500 97.80 津山建設工業㈱

環境農林部
農業振興課
☎25－5210

24日 12月20日 秩父第二中学校Ａ棟屋根防
水改修工事 秩父第二中学校 9,597,000 7,240,800 75.45 ㈲飯野工業

地域整備部
教育施設課
☎25－5226

24日 ３月24日 幹線11号線道路改築工事 山田地内 23,373,000 17,325,000 74.12 秩父土建㈱
地域整備部
道路課

☎25－5213

（随意契約）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 ３月24日 別所32号線集落排水に伴う
配水管布設替工事 別所地内 8,421,000 8,400,000 99.75 太洋建設㈱ 水道部工務課

☎25－5222

22日 12月14日 秩父市立吉田中学校外構工事 吉田中学校 23,520,000 23,415,000 99.55 佐田建設㈱
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

　

11
月
13
日
、

秩
父
市
花
い

っ
ぱ
い
推
進

協
議
会
（
浅

賀
克
彦
会
長
）

主
催
に
よ
り
、

下
水
道
セ
ン

タ
ー
で
花
の

苗
の
植
付
け

と
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
旧
秩
父
市
内
の
41
町

会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、「
花
に
よ
る

憩
い
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
春
と
秋
に
花
の
植
栽
を
行
っ

て
い
ま
す
。
晴
れ
わ
た
る
青
空
の
下
、

各
町
会
の
参
加
者
が
、
軍
手
や
移
植
ご

て
を
片
手
に
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
プ
ラ
ン

タ
ー
へ
植
え
る
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
ジ
ー
の
苗
は
、
地
元
の
道
路
沿

い
な
ど
に
直
接
植
栽
す
る
町
会
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
時

期
、
市
内
各
所
で
色
と
り
ど
り
の
パ
ン

ジ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課

　

☎
22

－

２
２
７
９
（
直
通
）

花いっ
ぱい推進協議会花いっ
ぱい推進協議会花いっ
ぱい推進協議会花いっ
ぱい推進協議会

パンジーを
   植えました！
パンジーを
   植えました！
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「住宅用火災警報器」の悪質な訪問販売にご注意ください！

消防署や市が、直接「住宅用火災警報器」を訪問販売することはありません。

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（12 月末締切り分→２月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

「大好きなダーツで
ゴキゲン♪」

（黒　谷）

石本　陸
りく

稀
ま

 くん
「お散歩大好き☆」

（上野町）

中井　優
ゆ

奈
な

 ちゃん
「お外大スキ!!
かけっこも大スキ♡」

（寺　尾）

笠原　陽
ひな

翔
と

 くん
「楽しいね！」

（大野原）

永澤　六
りく

花
か

 ちゃん

（
評
）
　

大
仙
さ
ん
は
潔
い
生
き
方
を
、
澄
ん
だ
秋
空
と
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
そ
の
爽
や
か
さ
を
表
白
し
、
映
子
さ
ん
は
、
若

い
僧
侶
の
清
潔
さ
を
足
袋
の
白
さ
で
詠
い
、
巻
太
郎
さ
ん
は
地
下
足
袋
の
綻
び
を
通
し
て
、
妻
へ
の
愛
情
を
表
現
し
ま
し
た
。

人
び
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
心
に
秘
め
た
人
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
安
治
さ
ん
は
鰯
雲
の
果
て
に
娘
を
想
い
、
幸
子
さ
ん
は

銀
河
の
光
に
母
の
姿
を
見
て
お
り
、
昌
次
さ
ん
は
片
付
か
ぬ
納
屋
に
逝
き
し
兄
を
悼
ん
で
い
ま
す
。
立
冬
を
石
切
場
の
轍
に
描

く
み
つ
さ
ん
、地
芝
居
と
零
れ
萩
を
取
り
合
わ
せ
て
風
土
を
描
く
政
夫
さ
ん
。
秋
の
旅
行
の
二
作
品
も
心
情
が
表
白
さ
れ
ま
し
た
。

天

高

し

名
み
ょ
う

利り

無

縁

の

胸

を

張

る 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

夏

足

袋

の

白

さ

際

立

つ

若

き

僧 

山　

田　

大
嶌　

映
子

あ
か
の
ま
ま
妻
の
地
下
足
袋
綻
び
ぬ 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

遠

く

住

む

娘こ

の

町

へ

延

ぶ

鰯

雲 

下
吉
田　

大
野　

安
治

亡
き
母
に
こ
こ
ろ
通
わ
す
天
の
川 

東　

町　

井
上　

幸
子

兄
逝
き
て
納
屋
そ
の
ま
ま
に
夏
終
る 

永
田
町　

栗
原　

昌
次

立

冬

や

轍
わ
だ
ち

ば

か

り

の

石

切

場 

道
生
町　

福
田　

み
つ

地
芝
居
に
萩
ほ
ろ
ほ
ろ
と
零
れ
け
り 

近
戸
町　

内
田　

政
夫

芒

寺

鐘

の

余

韻

に

バ

ス

発た

て

り 

久　

那　

福
島　

昭
子

秋

晴

を

賜

は

る

町

内

バ

ス

旅

行 

上　

町　

藤
田　

正
巳

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　

半
藤
さ
ん
、
若
者
の
一
生
懸
命
な
姿
に
感
動
し
て
一
首
に
し
ま
し
た
。
岩
田
さ
ん
、
今
で
は
珍
し
い
風
呂
の
煙
、
そ
れ
に

加
え
て
蓑
虫
と
い
う
、懐
か
し
い
風
景
が
浮
か
び
ま
す
。
浅
見
さ
ん
、台
風
一
過
の
様
子
が
下
句
に
よ
く
出
て
い
ま
す
。
齋
藤
さ
ん
、

金
木
犀
の
香
り
を
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
所
が
新
鮮
で
す
。
黒
澤
さ
ん
、
土
竜
と
い
う
小
さ
な
生
命
に
目
を

と
め
た
と
こ
ろ
に
、
作
者
の
優
し
さ
が
見
え
ま
す
。

大
太
鼓
を
も
ろ
肌
脱
い
で
連
打
す
る
若
者
の
背
に
汗
の
流
れ
る 

小　

柱　

半
藤　

早
苗

風
呂
焚
き
の
煙
の
や
お
ら
上
る
軒
蓑
虫
の
ど
か
に
下
が
り
て
来
た
る 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

台
風
の
去
り
た
る
夜
半
よ
り
皎
々
と
月
と
星
と
が
さ
え
て
輝
く 

日
野
田
町　

浅
見　

ツ
ヤ

体
調
の
優
れ
ぬ
朝
の
ウ
オ
ー
ク
に
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
金
木
犀
香
る 

下
吉
田　

齋
藤　

和
子

地
上
に
い
で
眠
り
い
る
よ
な
土も

ぐ

ら竜
の
死
赤
児
の
よ
う
に
掌
白
く 

大
野
原　

黒
澤　

公
男

久
々
の
司
会
に
い
さ
さ
か
上
り
気
味
マ
イ
ク
持
つ
手
が
震
え
て
お
り
ぬ 

桜
木
町　

木
村　

一
枝

紅
葉
の
麓
よ
り
雲
の
湧
き
出
で
て
白
馬
三
山
み
る
ま
に
隠
す 

山　

田　

大
嶌　

映
子

木
犀
の
香
る
庭
先
夫
が
踏
み
熟こ

な

し
し
小
豆
吾
が
箕み

の

で
吹
く 

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

茸
採
り
祖
母
の
供
し
て
来
し
山
に
今
懐
し
く
妻
と
連
れ
立
つ 

栃　

谷　

竹
村
善
三
郎

デ
イ
ケ
ア
に
き
ら
き
ら
星
と
う
一
座
来
ぬ
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
る
演
奏
楽
し
む 

中
宮
地
町　

山
崎　
　

栄

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　１月21日㈪　10：00～11：30　９：30から受付

　※初めての方は、直接または電話で吉田保健セン

ターへ申込み

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　１月15日㈫　13：30～15：30　吉田振興会館３階

　※初めての方は、直接または電話で吉田保健セン

ターへ申込み

●【骨骨教室】
　12月19日㈬、１月25日㈮　13：30～15：00

　※直接または電話で吉田保健センターへ申込み

●【健康相談・栄養相談】
　１月16日㈬　13：15～14：00

　※健康手帳をお持ちください。

　※栄養相談は予約制。電話で吉田保健センターへ

申込み。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月18日㈮ 13：15～14：00 １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成18年５・６月生まれ
平成16年８・９月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月９日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月31日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【健康相談・育児相談】
　１月８日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内

　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　12月18日㈫、１月11日㈮

　10：30～11：30　大滝幼稚園

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

●【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　12月20日㈭、１月10日㈭、24日㈭　９：30～11：10

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　１月23日㈬　13：15～14：00

　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【健康相談】
　12月18日㈫、１月15日㈫　13：00～14：00

　※健康手帳をお持ちください。

●【はつらつ筋力アップ教室】40歳以上
　12月26日㈬、１月９日㈬、23日㈬　９：30～11：30

　※初めての方は、荒川保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月19日㈬
13：15～14：00

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成18年４・５月生まれ
平成16年７・８月生まれ

１月23日㈬ ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成19年８・９月生まれ
平成19年２・３月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は、各保健センタ

ーへご相談ください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月７日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月　　日 会　　場 実施時間

１月17日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30１月22日㈫ 吉田保健センター

１月28日㈪ 荒川保健センター

※「平成19年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月19日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察
ブ ラッ シ ン グ 指 導
フ ッ 素 塗 布 等

平成17年10・11月生まれ

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏を

してくださるボランティアを随時募集しています。

ご協力いただける方は、各保健センターまでご連

絡ください。
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※三種混合予防接種の第１期初回（１回目・２回目・

３回目）の接種間隔は３～８週です。必ず守って

受けてください。保健センター（集団）で受けら

れない方は、医療機関（個別）でも受けられます。

●【両親学級】妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんと
その家族

※１月７日㈪までにお申し込みください。

●【麻しん風しん混合ワクチン予防接種】（個別）
　予防対策強化のため、２回接種となりました。

第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・

日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け

付けています。

胃がん検診（40歳以上の方：2,500円）
子宮がん検診（20歳～39歳の方：頚部検診 1,300円、
40歳以上の方：頚部･体部検診 2,100円）

●【はつらつ筋力アップ教室】
　40歳以上の方を対象に、スポーツインストラクタ

ーによる軽い運動、音楽に合わせての運動を行いま

す。12月18日㈫午前９時から12月26日㈬までに電話

で秩父保健センターへお申し込みください。参加費

は無料です。定員（各会場35人）を超えた場合、初

回の方を優先とし、抽選とさせていただきます。

　なお、申込みは１人１コースとさせていただきま

す。

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

●【育児相談】

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
１月10日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成16年９月生まれ

１月15日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成19年８月生まれ

１月16日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成19年３月生まれ
１月22日㈫ １歳６か月児健診 平成18年６月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月18日㈮ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 １月21日㈪
２月５日㈫

13：30～14：30
満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ １月28日㈪
２月18日㈪ 満３か月～６か月未満

月   日 時　　間 内　　　容 講　師
１
日
目

１月11日㈮ 13：15～16：00
（受付13：00～）

妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

２
日
目

１月20日㈰
13：30～16：00
（受付13：15～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

３
日
目

１月24日㈭
歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士

会　　場 日　　程 回数 時　　間

いきがいセンター
月曜日コース

１月21日～３月31
日の各月曜日（２
月11日は休み）

全10回 ９：30～11：30

全10回 13：30～15：30

いきがいセンター
水曜日コース

１月16日～３月19
日の各水曜日

全10回 ９：30～11：30

平成19年　勤労青少年の標語
『「スタート」は君が「思う」とき。いつでも！何度でも！』
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◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
平
成
19
年
度
文
芸
講
演
会

　

今
年
の
文
芸
講
演
会
は
、
森
村
誠
一

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。
森
村
さ
ん
は
、

推
理
作
家
と
し

て
著
名
で
す
が
、

最
近
は
時
代
小

説
に
も
進
出
し

作
風
を
広
げ
て

お
ら
れ
ま
す
。

主
な
作
品
に
「
人
間
の
証
明
」「
悪
魔

の
餌
食
」「
忠
臣
蔵
」
が
あ
り
ま
す
。

演　

題　
「
人
生
と
小
説
」

と　

き　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
込
み　

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。
整
理
券
は
図
書
館
で
配
布
す
る
ほ

か
、
往
復
は
が
き
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
下
記
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
で
５
人
ま
で

申
込
み
で
き
ま
す
。（
返
信
は
が
き
の

あ
て
先
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

　

〒
３
６
８

－
０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３

－

６

－
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秩
父
図
書
館
文
芸
講
演
会
担
当

受　

付　

１
月
４
日
㈮
か
ら

※
荒
川
図
書
館
、
吉
田
・
大
滝
分
館
、

歴
史
文
化
伝
承
館
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
も
整
理
券
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
絵
本
相
談
日

　

12
月
11
日
、
25
日
、
１
月
８
日
、
22

日
の
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え
方
な
ど

に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

１
月
12
日
、
26
日
の
土
曜
日
、
午
後

３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

●
冬
休
み
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

12
月
22
日
の
土
曜
日
、
午
後
３
時
か

ら
（
45
分
）

　

お
は
な
し
の
他
に
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
、

い
つ
も
と
少
し
違
う
お
は
な
し
会
で
す
。

●
第
１
３
４
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏

（
１
９
３
２
年
、
ア
メ
リ
カ
、
98
分
）

監　

督　

ル
ー
ベ
ン
・
ア
ム
ー
リ
ア
ン

出　

演　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
、

ミ
リ
ア
ム
・
ホ
プ
キ
ン
ス
ほ
か
。

内　

容　

薬
品
の
研
究
を
続
け
て
い
る

ジ
キ
ル
博
士
は
、
精
神
を
善
と
悪
に
分

離
す
る
薬
の
開
発
に
成
功
。
自
分
自
身

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

を
善
の
ジ
キ
ル
博
士
と
悪
の
ハ
イ
ド
氏

に
分
離
し
た
。
博
士
の
婚
約
者
な
ど
は
、

ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
が
同
一
人
物

と
は
気
づ
か
な
い
。
特
殊
な
メ
イ
ク
も

楽
し
め
る
見
所
の
ひ
と
つ
。

◎
12
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

◎
次
回
予
告
＝
日
本
映
画
「
イ
タ
ズ
」

イ
タ
ズ
と
は
、
子
熊
の
呼
び
名
で
す
。

田
村
高
廣
主
演
。
08
年
１
月
24
日
上
映

●
冬
休
み
子
ど
も
映
画
会（
入
場
無
料
）

　
「
笠
地
蔵
」「
ア
ニ
メ
落
語
館
・
お
血

脈
」「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
の
３
本
を

上
映
し
ま
す
。

◎
１
月
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

12
月
11
日
、
１
月
８
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
が
対
象
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

12
月
15
日
、
１
月
26
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
対
象
で
す
。

●
映
画
会
（
入
場
無
料
）

　
「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
交
通
安
全
」（
15

分
）、「
ア
ニ
メ
落
語
館
①
馬
の
田
楽
」

（
16
分
）、「
か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ

な
自
転
車
」（
23
分
）
を
上
映
し
ま
す
。

◎
１
月
５
日
㈯
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館 開

館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
12
月
10
日
〜
１
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 火 秩　荒　吉　大 17 木
２ 水 秩　荒　吉　大 18 金
３ 木 秩　荒　吉　大 19 土 　　　　　　大
４ 金 20 日 　　　　　　大
５ 土 　　　　　　大 21 月 秩　荒　吉　　
６ 日 　　　　　　大 22 火
７ 月 秩　荒　吉　　 23 水
８ 火 24 木
９ 水 25 金
10 木 26 土 　　　　　　大
11 金 27 日 　　　　　　大
12 土 　　　　　　大 28 月 秩　荒　吉　　
13 日 　　　　　　大 29 火
14 月 　　荒　吉　大 30 水
15 火 秩 31 木 秩
16 水

１月 12月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 月 秩　荒　吉　　 21 金
11 火 22 土 　　　　　　大
12 水 23 日 　　　　吉　大
13 木 24 月 　　荒　吉　大
14 金 25 火 秩　　
15 土 　　　　　　大 26 水
16 日 　　　　　　大 27 木
17 月 秩　荒　吉　　 28 金
18 火 29 土 秩　荒　吉　大
19 水 30 日 秩　荒　吉　大
20 木 31 月 秩　荒　吉　大
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
誰

も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
尊
厳
あ
る
生

活
と
人
生
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
な
ど
が
高
齢
者
に
つ

い
て
の
相
談
に
乗
り
、
権
利
を
守
る
た

め
の
適
切
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
援
事
業
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
号
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
ま
じ
え
な
が
ら

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

年
末
調
整
や

　

確
定
申
告
の
際
は

　
　

国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
！

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
の
際
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。
保
険
料
を
納
め
た
と
き
に
交
付
さ

れ
る
領
収
書
や
、
社
会
保
険
庁
（
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
額
は
、
下
表
の
と
お

り
、
納
付
書
と
口
座
振
替
で
納
め
て
い

る
場
合
と
で
異
な
り
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
た
場
合

保険料の種類 期間 保険料額
定額保険料（通常の保険料） 平成19年３月までの分 月額13,860円

平成19年４月以降の分 月額14,100円
付加保険料を申し込んでいる方の付加保険料 月額400円
4分の３免除の承認を受けたとき
に納める4分の１保険料

平成19年３月までの分 月額3,470円
平成19年４月以降の分 月額3,530円

半額免除の承認を受けたときに納
める半額保険料

平成19年３月までの分 月額6,930円
平成19年４月以降の分 月額7,050円

4分の１免除の承認を受けたとき
に納める4分の３保険料

平成19年３月までの分 月額10,400円
平成19年４月以降の分 月額10,580円

1年前納（定額保険料） 平成19年４月分～20年３月分 166,200円
半年前納（定額保険料） 平成19年４月分～９月分 83,910円平成19年10月分～20年３月分
1年前納（定額＋付加） 平成19年４月分～20年3月分 170,910円
半年前納（定額＋付加） 平成19年４月分～９月分 86,290円平成19年10月分～20年３月分

口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
場
合

保険料の種類 期間 保険料額

定額保険料

平成19年3月分までであって口
座振替割引制度を利用した期間 月額13,810円

3月分までで割引利用なし 月額13,860円
平成19年4月以降の分であって口
座振替割引制度を利用した期間 月額14,050円

４月以降の分で割引利用なし 月額14,100円
1年前納（定額保険料） 平成19年4月分～20年3月分 165,650円

半年前納（定額保険料） 平成19年４月分～９月分 83,640円平成19年10月分～20年３月分
1年前納（定額＋付加） 平成19年４月分～20年３月分 170,350円

半年前納（定額＋付加） 平成19年４月分～９月分 86,010円平成19年10月分～20年3月分

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て

　

お
金
の
管
理
が

　
　
　
　

不
安
に
な
っ
た
ら

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

市
内
に
住
む
Ａ
さ
ん
は
、
独
居
で
体

が
不
自
由
な
た
め
、
介
護
保
険
の
訪
問

介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
を
利
用
し
て
自
宅

で
の
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
と
こ
ろ
認
知
症
の
症
状
が
出

て
、
金
銭
管
理
を
適
切
に
行
な
う
事
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
悪
質
な
訪
問

販
売
に
騙
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、
と
の

相
談
が
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
し

た
。
早
速
、
社
会
福
祉
士
が
自
宅
を
訪

問
し
、
本
人
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
親

戚
の
方
も
ま
じ
え
て
相
談
を
し
、
埼
玉

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
窓
口
は
秩
父
市

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
行
な
っ
て
い
る

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
・
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
」
利
用
手
続

き
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ａ
さ
ん
宅
に
は
、
秩
父
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
員
が
定
期

的
に
訪
問
し
、
日
常
的
金
銭
管
理
等
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
も
相

談
を
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
に
な
っ
て
認
知

症
な
ど
の
た
め
に
適
切
な
判
断
が
で
き

な
く
な
っ
た
方
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
皆
さ
ん
の

相
談
に
乗
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
身
近

な
方
の
心
配
事

に
つ
い
て
、
お

近
く
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会
福祉課）☎25－5204

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785 22－
7055（身体障がい） ☎22－7045
21－6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～ 16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～16時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所 ☎23－7881

中小企業者向
けよろず金融

１/９  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
１/12　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　１/24　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

１月８日㈫・17日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士１月22日㈫

10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
12月20日㈭　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４
水曜 13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

12月19日㈬ 荒川総合支所

行 政

12月17日㈪
１月21日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
１月７日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
12月10日㈪
１月21日㈪ 荒川総合支所
12月17日㈪
１月28日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 12月11日㈫・１月８日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 12月19日㈬・１月16日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 １月７日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 12月18日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 12月20日㈭・１月24日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 12月25日㈫・１月22日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 12月14日㈮・1月11日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

　

法
テ
ラ
ス
埼
玉
で
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
へ
の
法
的
ア
ク
セ
ス
の
向
上
と
、

よ
り
上
質
な
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
、
県
内
の
各
市
町
村
で
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秩
父
市
で
も
、

下
記
日
程
で
実
施
し
ま
す
。「
相
談
し

て
み
た
い
け
ど
、
法
律
っ
て
な
ん
だ
か

敷
居
が
高
く
て
…
」
と
日
ご
ろ
思
わ
れ

て
い
る
方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
、
収
入
が

一
定
基
準
以
下
の
方
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。（
例
え
ば
、
４
人
家
族
の
方
で
、

月
の
手
取
り
収
入
が
29
万
９
，
０
０
０

円
以
下
）
ま
ず
は
、
法
テ
ラ
ス
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
23
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
４
時（
相
談
時
間
30
分
間
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階
第
２

〜
５
会
議
室

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
地
方

事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
埼
玉
：
秩
父
市
巡

回
法
律
相
談
担
当
）

　

☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
３
７
５

※
法
テ
ラ
ス
は
、
総
合
法
律
支
援
法
に

基
づ
き
独
立
行

政
法
人
の
枠
組

み
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
法
人

で
す
。

法
テ
ラ
ス
埼
玉

　

無
料
巡
回
法
律
相
談

　
　
　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

　秩父市税等収納率向上対策委員会では、12月を
市税等の徴収強化月間と定め臨宅徴収を実施しま
す。この強化月間中、収納課では窓口を次のとお
り開設します。
年末納税窓口　12月29日㈯、30日㈰
　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
休日納税窓口　12月23日㈰
夜間納税窓口　12月13日㈭、27日㈭
　詳しくは、16ページの「夜間・最終日曜・休日
窓口開設」をご覧ください。（総合支所では実施
していませんのでご注意ください。）
　また、今月の納期は、
固定資産税　　　　第３期分
国民健康保険税　　第６期分
納期限は12月25日㈫です。
　納期限内納付にご協力ください。
納税は口座振替が便利です
　17ページに口座振替依頼書があります。口座振
替を申し込まれる方は、必要事項をご記入のうえ、
切り取って封筒を作り、切手をはらずに投函して
ください。
問い合わせ　収納課　☎２２－２２１０（直通）

12月は市税等徴収強化月間です
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市
で
は
、
日
常
生
活
の
緊
急
事
態
に

お
け
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
重
度
の
障
が
い

者
の
居
宅
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
埼
玉

県
知
事
か
ら
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

手
続
き　

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

印
鑑
お
よ
び
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
を
持
っ
て
、

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

　

☎
25

－

５
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

難
病
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す

４

ご
存
じ
で
す
か
？

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

２

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
を
も
と
に
、
支
援
を

必
要
と
す
る
世
帯
等
に
配
分
し
ま
す
。

１
．
地
域
配
分

対　

象　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ

と
②
生
活
困
窮
状
態
が
著
し
い
こ
と

③
世
帯
構
成
者
全
員
が
平
成
19
年
度
市

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
・
病
院
等
に

入
所
し
て
い
る
方
は
対
象
外

配
分
金
額　

１
世
帯
１
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

平
成
20
年
３
月
７
日
㈮

２
．
ひ
と
り
親
世
帯
小
中
学
校
新
入
学

支
度
金

対　

象　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯

①
市
内
在
住
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
（
祖

父
母
と
の
同
居
を
除
く
）
か
、
父
母

の
な
い
幼
児
を
扶
養
し
て
お
り
、
平

成
20
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
予
定
で
あ
る
こ
と

②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

配
分
金
額　

１
人
１
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

平
成
20
年
３
月
７
日
㈮

３
．
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
配
分

対　

象　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
平
成
19
年
４
月
以
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
始
め
、
市
内
で
活
動
を
し

て
い
る
会
員
３
人
以
上
の
団
体

②
秩
父
市
お
よ
び
社
協
か
ら
補
助
金
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
平
成
16
年
度
〜
平
成
18
年
度
当
配
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

配
分
金
額　

１
団
体
１
０
，
０
０
０
円
以
内

申
請
締
切　

12
月
21
日
㈮

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所

　
　

秩
父
☎
22

－

１
５
１
４

　
　

吉
田
☎
77

－

１
１
７
７

　
　

大
滝
☎
55

－

０
８
４
７

　
　

荒
川
☎
54

－

２
９
６
８

「（
仮
称
）こ
ど
も
遊
園
地
」へ

　

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

１　

別
所
に
あ
る
長
尾
根
農
林
セ
ン
タ
ー

内
プ
ー
ル
（
通
称
：
流
水
プ
ー
ル
）
を
、

「（
仮
称
）こ
ど
も
遊
園
地
」に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
声

を
活
か
し
た
楽
し
い
施
設
に
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間　

12
月
21
日
㈮
ま
で

設
置
箇
所　

市
役
所
こ
ど
も
課
・
公
園
課

・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
・
公
民
館

・
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
緊
急
時

に
携
帯
用
無
線
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
緊
急
通
報
用
電
話
機
を
通
じ
て
、

消
防
本
部
に
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

身
体
上
の
慢
性
的
な
疾
病
等
に
よ
り

常
時
注
意
を
必
要
と
す
る
方
が
対
象
で

す
が
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、疾
病
等
の
な
い
方
、昼
間
・

夜
間
の
み
一
人
に
な
る
方
で
も
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

※
費
用
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を

配
分
し
ま
す

３

　

埼
玉
県
電
気
商
業
組
合
で
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
円
滑
な
切

り
替
え
を
推
進
す
る
た
め
、「
デ
ジ
タ

ル
１
１
０
番
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

相
談
内
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機

の
設
置
や
操
作
。
家
電
製
品
に
関
す
る

相
談
。

電
話
番
号　

☎
０
５
７
０

－

０
１
０
１
８
６

費　

用　

電
話
相
談
は
無
料
（
出
張
調

査
見
積
は
有
料
）

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
電
気
商
業
組
合
事
務

局
☎
０
４
８

－

７
７
２

－

３
９
４
９

家
電
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
１
１
０
番

５

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、広報広聴課へお問い合わせください。
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し
、
１
㎥
当
た
り
10
円
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
明
ら
か
に
製
造
工
程
に
関
わ

ら
な
い
水
道
使
用
量
分
は
除
外
し
ま
す
。

ま
た
、
限
度
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

※
正
式
な
申
請
は
12
月
の
検
針
後
、
平

成
20
年
１
月
末
ま
で
に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
に
対
象
と

な
っ
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
連
絡
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

た
め
、
く
み
と
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
し
た
り
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止

す
る
な
ど
の
改
造
工
事
に
つ
い
て
、
一

定
の
条
件
を
設
け
て
貸
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

貸
付
金　

40
万
円
ま
で
（
償
還
回
数
36

月
以
内
）

貸
付
金
利
率　

年
利
３
％

※
水
洗
化
工
事
は
、「
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
以
外
の
工
事
業

者
で
は
改
造
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
市
へ
の
各
種
届
出
は
、

指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

『
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

　
　
　
　

こ
の
最
低
賃
金
』

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

９

　

市
で
は
、
多
量
の
水
を
使
用
す
る
製

造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。
次
の
事
項
を
満
た
す
と
思

わ
れ
る
事
業
者
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

対
象
お
よ
び
助
成
金

　

市
内
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
で
、

今
年
１
月
か
ら
12
月
に
行
っ
た
検
針
に

よ
り
確
認
し
た
年
間
水
道
使
用
量
が

１
２
，
０
０
０
㎥
を
超
え
た
分
に
対

多
量
に
水
を
使
う

　

製
造
業
事
業
所
の
水
道
料
金
を

　
　
　
　
　
　

一
部
助
成
し
ま
す

８

水
洗
便
所
改
造
資
金

貸
付
制
度

６

※
指
定
工
事
店
の
名
簿
が
必
要
な
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

　

☎
25

－

５
２
１
８
（
直
通
）

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
19
年
10

月
20
日
か
ら
「
時
間
額
７
０
２
円
」
と

な
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
非
鉄
金
属
製
造
業
」「
電
気

機
械
器
具
製
造
業
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製

造
業
」「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
」「
光

学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部

分
品
製
造
業
」「
各
種
商
品
小
売
業
」「
自

動
車
小
売
業
」
に
つ
い
て
は
、
別
途
産

業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

６
２
０
５

　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22

－

３
７
２
５

12
・
１
月
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

10と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
12／17㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 面接対策・就職の心得（座学） 15人

12／19㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 中高年齢者の求職活動について（座学）15人

12／21㈮
13:30～16:30 ハローワーク秩父 面接対策・就職の心得（演習） 15人

１／11㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 面接対策・就職の心得（座学） 15人

１／16㈬
14:00～16:30 ちちぶパートバンク

若年者の求職活動について・就職実現
プランの作成について（座学） 15人

１／21㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 中高年齢者の求職活動について（座学）15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で

は
、
一
般
求
人
情
報
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
総
合
支
所
で

は
、
常
時
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－

５
２
２
２

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったが、ま
だ利用できるものなので譲りたい、または、譲って
ほしいという希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物

タンス（人形ケース付）、座椅子、子ども用すべり
台、チャイルドシート（２才以上）、エレクトーン

譲
っ
て
ほ
し
い
物

チャイルドシート、三味線、ベビーベッド、ベビー
カー、ピアノ

登
録
状
況

　譲りたい物 ４件
　譲ってほしい物 13件

（平成19年11月19日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲
り受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市
民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

７
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市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
育
成
と
近

代
化
を
図
る
た
め
、
利
子
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
給
（
補
助
）
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対　

象

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
会
社
ま
た
は
個
人

対
象
貸
付
制
度

●
合
併
前（
平
成
17
年
３
月
31
日
以
前
）

の
借
入
れ

①
旧
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
旧
秩
父
市
特
別
小
口
無
担
保
無
保
証

人
保
証
制
度

③
旧
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸

付
制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度
（
新

市
全
域
）

●
合
併
後（
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
）

の
借
入
れ

①
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
秩
父
市
特
別
小
口
金
融
制
度

③
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸
付

制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度

※
市
内
で
の
事
業
活
動
の
た
め
に
借
入

れ
た
資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を
受
け
て

い
る
国
民
生
活
金
融
公
庫
資
金
は
、

こ
の
制
度
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
ま

す
。

受　

付

　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
〜
31
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
詳
細
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
０
８
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
、
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年

12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
下
旬
に
か
け
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
依
頼
お
よ

び
調
査
票
の
回
収
を
行
う
た
め
、
対
象

に
な
る
事
業
所
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
の
調
査
か
ら
、
調
査
事

項
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
調

査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、「
統
計
法
」
の

規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
調
査
員
や

統
計
調
査
担
当
職
員
は
、
調
査
票
の
内

容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
調
査
の
結
果

を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

が
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
罰
則
等
も

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課

　

☎
22

－

２
２
０
４
（
直
通
）

　

市
で
は
、

新
成
人
の
門

出
を
祝
福
し
、

次
の
と
お
り

成
人
式
を
行

い
ま
す
。

　

対
象
は
、
原
則
と
し
て
本
年
10
月
31

日
現
在
、
市
内
在
住
で
昭
和
62
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

な
お
、
次
の
方
は
届
出
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
参
加
で
き
ま
す
。

①
10
月
31
日
以
降
の
転
入
者

②
市
外
在
住
者
で
家
族
が
市
内
に
居
住

し
、
本
人
が
当
市
出
身
の
方

※
式
典
は
、
ご
家
族
の
方
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
13
日
㈰
午
前

11
時
開
式
（
受
付
は
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館

内　

容　

午
前
10
時
30
分
か
ら
開
式
ま

で
、
各
中
学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
を
ピ
ア
ノ
演
奏
し
ま

す
。
式
典
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
『
旅

立
ち
の
日
に
』
の
全
員
合
唱
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
式
典
終
了
後
に
次
の
と
お
り

各
卒
業
中
学
校
単
位
で
記
念
写
真
撮
影

を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

「
利
子
補
給
」制
度
の

お
知
ら
せ

11

製
造
業
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

12

成
人
式
を
迎
え
る皆

さ
ん
へ

13

そ
の
他　

該
当
者
に
は
案
内
状
を
12
月

中
旬
に
送
り
ま
す
。
案
内
状
が
届
か
な

い
と
き
な
ど
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
ご
来
場
の
際

は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

３階会議室 １階ホール

１ 11：40～ 高篠中学校
荒川中学校 11：40～ 秩父第一中学校

２ 11：50～ 尾田蒔中学校
吉田中学校 11：55～ 秩父第二中学校

３ 12：00～ 大田中学校
大滝中学校 12：10～ 影森中学校

４ 12：10～ 市外の中学校

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ



2007年12月号 30

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
は
り
、
き
ゅ

う
の
営
業
に
は
国
の
免
許
が
必
要
で
す
。

無
資
格
者
に
よ
る
施
術
は
健
康
被
害
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施
術

を
受
け
る
際
は
、
施
術
者
に
有
資
格
者

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
受
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
秩
父
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
計
画
推
進
担
当

　

☎
23

－

２
１
１
９
（
直
通
）

に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学

習
に
興
味
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
平
成
20
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を

無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
秩
父
地
域
の
学
生
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
放
送
大
学
の
教
材
の
約

半
数
の
複
製
を
再
視
聴
で
き
る
機
能
を

有
し
た
「
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ

ー
秩
父
校
」
が
６
月
25
日
に
歴
史
文
化

伝
承
館
１
階
に
開
設
さ
れ
、
学
ぶ
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

⑴
教
養
学
部

①
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
の
学
位
の
習
得
を
目
指
す
。）

⑵
大
学
院

①
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

受
付
期
間　

12
月
15
日
㈯
〜
平
成
20
年
２

月
29
日
㈮

資
料
請
求
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
３
０

－

０
８
５
３　

さ
い
た
ま

市
大
宮
区
錦
町
６
８
２

－

２
大
宮
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
内　

放
送
大
学
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

秩
父
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

　
　

技
能
者
顕
彰
制
度

対
象
者
募
集

17　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い
て
卓

越
し
た
技
術
お
よ
び
技
能
を
有
す
る
方

を
顕
彰
す
る
た
め
、
対
象
者
を
募
集
し

ま
す
。

対　

象　

•
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現
役
の
技
術

者
、
技
能
者
で
あ
る
こ
と
。

•
卓
越
し
た
技
術
、
技
能
を
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
技
能
を
有
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
そ
の
職
に
10
年
以
上
従

事
し
、
か
つ
年
齢
が
30
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
。

•
勤
務
実
績
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
他

の
技
術
者
、
技
能
者
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
方
で
あ
る
こ
と
。

被
顕
彰
者
の
推
薦

　

顕
彰
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

自
薦
ま
た
は
事
業
所
も
し
く
は
業
界
団

体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
所
属
す
る
商

工
会
議
所
等
を
経
由
し
て
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

推
薦
書
・
推
薦
調
書
・
被

顕
彰
候
補
者
の
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
技
術
・
技
能
の
程
度
お
よ
び
功
績

等
を
証
明
で
き
る
資
料
等
。

※
書
類
は
、
工
業
振
興
課
の
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。

被
顕
彰
者
の
選
定　

審
査
を
経
て
年
度

ご
と
５
人
以
内
を
選
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
10
日
㈪
〜
平
成
20
年
１

月
10
日
㈭

受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

無
資
格
者
の
施
術
に
ご
注
意
を
！

14

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

15
12
月
27
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

秩
父
消
防
本
部

事
務
所
内
ロ
ビ
ー

（
秩
父
消
防
本
部
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

老
人
保
健
施
設
う
ら

ら
内
ロ
ビ
ー
（
老
人

保
健
施
設
う
ら
ら
）

１
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

荒
川
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
秩
父

献
血
推
進
協
議
会
）

１
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

市
役
所
１
階
ロ
ビ

ー
（
秩
父
献
血
推

進
協
議
会
）

放
送
大
学

４
月
入
学
生
徒
募
集

16　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

　

☎
０
４
８

－

６
５
０

－
２
６
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.u-air.ac.jp

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
秩
父
校

の
利
用
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

秩
父
ふ
る
さ
と
の
森
守
り
隊

　
　
　
　
　
　
　

隊
員
募
集

あ
な
た
も
秩
父
の
森
林
を
守
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

18

　

日
常
的
な
秩
父

の
森
林
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
が

け
崩
れ
等
の
災
害

情
報
の
報
告
や
、

森
林
景
観
美
化
活
動
な
ど
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
１
月

に
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対　

象　
秩
父
の
森
林
で
活
動
で
き
る
方

募
集
人
数　

15
人
（
登
録
は
審
査
の
う
え

決
定
し
ま
す
。）

費　

用　

活
動
は
無
報
酬
で
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
代（
年
間
５
０
０
円
）

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み　

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
秩
父
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
業
部
森
林
保
全
担

当
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
、
当
所
お
よ
び
市
役
所
林
業
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林

業
部
森
林
保
全
担
当
☎
25

－

１
３
１
２



31

秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展

作
品
募
集

19　

市
民
会
館
で
は
、
秩
父
に
関
す
る
写

真
･
絵
画
展
を
平
成
20
年
２
月
９
日
㈯

〜
11
日
（
月
・
祝
）
の
３
日
間
、
当
会

館
の
第
１
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

写
真
･
絵
画
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、
自

慢
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事

･
植
物
･
風
景
等
の
写
真
･
絵
画

募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
14
日
（
月
・

祝
）
〜
31
日
㈭

問
い
合
わ
せ　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

　

☎
24

－

６
０
０
０

久
那
公
民
館パ

ソ
コ
ン
講
習

21と　

き　

平
成
20
年
１
月
22
日
㈫
〜
25

日
㈮
（
全
４
回
）、
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

久
那
公
民
館
集
会
室

内　

容　

中
級
者
向
け
エ
ク
セ
ル
入
門

対　

象　

成
人

参
加
費　
１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定　

員　

18
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20
年
１

月
10
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

久
那
公
民
館

　

☎
22

－

１
４
９
５

　

点
字
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
教
室
で
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
第
７
会
議
室

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

講　

師　
点
字
サ
ー
ク
ル
て
ん
と
う
む
し

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

推
進
課
☎
22

－

１
５
１
４

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

１
日
点
字
教
室

20

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

22と　

き　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
、
15

日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

秩
父
保
健
所
談
話
室

内　

容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ひ
き
こ

も
る
わ
が
子
に
接
す
る
技
術
〜
自
分
も

相
手
も
大
切
に
し
た
率
直
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

講　

師　

N
P
O
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

ジ
ャ
パ
ン　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
み　

１
月
４
日
㈮
ま
で
に
、
秩
父

保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当
☎
22

－

３

８
２
４
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア養成

講
座

23　

悩
み
や
寂
し
さ
を
抱
え
て
い
る
人
の

「
心
の
声
を
聴
く
」
傾
聴
の
重
要
性
が
説

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
聴
に
つ
い
て

学
び
、
技
能
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
15
日
、
22
日
、

29
日
の
火
曜
日
（
全
３
回
）、
午
後
１

時
〜
５
時

と
こ
ろ　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
21
集
会
室

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

12
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
明

記
）
で
、
左
記
ま
た
は
市
民
生
活
課
☎

25

－

５
２
０
０

27

－

６
２
７
１
へ
。

問
い
合
わ
せ　

ち
ち
ぶ
共
同
参
画
協
議
会　

　

篠
田
☎
・

24

－

５
２
３
５

つ
ど
い
の
広
場「
は
っ
ぴ
ー
」

24　

つ
ど
い
の
広
場
は
、
お
母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気
ま
ま
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

対
象
年
齢　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
園
庭
開
放

　

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
園
庭
を
開

放
し
ま
す
。
火
曜
日
は
年
齢
制
限
な
し
、

木
曜
日
は
２
歳
児
、
土
曜
日
は
０
・
１

歳
児
が
対
象
で
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
配
や
不
安
を
抱
え
が
ち
で
す
。

お
母
さ
ん
同
士
が
明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

に
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
12
月
29
日
㈯
〜
平
成
20
年
１
月
５
日

㈯
ま
で
の
行
事
は
お
休
み
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　

☎
22

－

７
８
６
６

第
２
回
ふ
ら
わ
あ
ま
つ
り

25と　

き　

12
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
ら
わ
あ
（
寺
尾
２
８
２
５
）

※
知
的
障
が
い
者
の
施
設
で
す
。

内　

容　

利
用
者
製
作
品
（
パ
ン
、
張

子
、
み
そ
等
）
の
販
売
、
地
元
農
家

の
農
産
物
販
売
、
各
種
模
擬
店
等
（
来

場
の
方
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。）

問
い
合
わ
せ　

ふ
ら
わ
あ

　

☎
25

－

３
０
０
０
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い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
パ
ワ
フ
ル
に

「
憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室
」

26と　

き　

平
成
20
年
１
月
23
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　
歴
史
探
訪「
秩
父
も
の
が
た
り
」

講　

師　

井
上
勝
之
助
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

12
月
20
日
㈭
か
ら
、
高
齢
者

憩
い
の
家
（
中
村
児
童
館
）（
☎
22

－

０
７
１
３
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

助
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学

　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

27　

生
き
が
い
を
持
っ
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
５
回
の
講
義
を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
目

と　

き　

12
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　
「
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
」
全
国
消
費
生
活
相
談
員

協
会　

小
柳
越
子
氏

※
２
回
目
以
降
の
日
程
・
内
容
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
集
会
室

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

推
進
課
☎
22

－

１
５
１
４

秩
父
子
育
て
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

教
育
講
演
会

「
子
ど
も
た
ち
に

　
　

た
し
か
な
未
来
を
」

28　

子
育
て
中
の
母
親
た
ち
が
企
画
し
た
、

子
育
て
中
の
親
を
励
ま
す
講
演
会
で
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

横
瀬
町
民
会
館

講　

師　

秋
葉
英
則
先
生
（
大
阪
教
育

大
学
名
誉
教
授
、
大
阪
健
康
福
祉
短
期

大
学
学
長
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
保
育
の
必
要
な
方
は
、
１
月
11
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
お

や
つ
・
保
険
代
２
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
教
育
会
館
☎
23

－

２
８
３
０

　

く
わ
の
実
保
育
園
☎
24

－

４
４
５
５

と　　き 内　　　容 会　場
毎週木曜日
午前９時～

午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
正午～午後１時まで昼休み

※生徒募集中
会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～

正午
赤岩智恵子『絵画教室』

※生徒募集中 会議室３

≪常設展示作品の展示換えを行っています≫
　芸術文化会館では、３か月サイクルで、常設展示絵
画の掛け換えを行い、約半数の作品を入れ換えています。
　今回展示している作品は、平成20年１月27日㈰まで
鑑賞いただけます。
　市が所有する絵画を中心に常設展示室とロビーへ26
点を展示していますので、ぜひご覧ください。
観覧料　一般200円、児童・生徒100円、65歳以上の高
齢者・障がい者・幼児は無料
※観覧料は、常設展示室入室に限り発生します。それ
以外の入館は無料です。

開館時間　午前９時～午後５時
休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月３日の６日間）
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

30

《　常　設　展　示　作　品　一　覧　》
◇常設展示室展示作品　　　　　　20点　　　　　　　（50音順）

題　　　名 規　格 作　　者
Form（BODY） 100号 浅　見　哲　一
残された樹 F120号 浅　見　嘉　正
オランダ風俗 100号 新　井　秀一郎
春浅き戸隠 F100号 新　井　清　永
神楽－天鈿女命－ F130号 新　井　力　也
荒川の清流 230㎝×200㎝ 大　野　百　樹
浄心 F100号 落　合　登喜子
重々無尽 S100号 小　松　由　男
待春 100号 近　藤　壽一郎
鉱山新雪 130号 斎　藤　政　一
三原山 105㎝×138㎝ 坂　上　明　司
時の軌跡－1 100号 鷹　啄　織　音
萠韻 F120号 田　中　生　二
池の錦 20号 辻　田　大　樹
ダム 162㎝×112㎝ 根　岸　　　敬
石垣のある邑 100号 橋　本　長　治
雪の河床 F80号 長谷川　貞　夫
曽根崎心中 170号変形 宮　前　秀　樹
絵馬 100号 守　屋　順　吉
鉱山春光 F100号 柳　　　茂　忠
◇館内展示作品（常設展示室外）　　６点　　　　　　　（50音順）

題　　　名 規　格 作　　者
雪の武甲山 F20号 浅　見　嘉　正
安曇野秋陽 F20号 新　井　清　永
アネモネなど P20号 近　藤　壽一郎
HARUKA P20号 鷹　啄　織　音
秋　－道－ P６号 橋　本　長　治
冬晴れ F20号 長谷川　貞　夫

と　

き　

12
月
26
日
㈬
正
午
開
場
、
午

後
１
時
開
演
、
３
時
30
分
終
了

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
熊
倉

上
映
作
品　
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
メ
リ

ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
他

入
場
料　

無
料
（
先
着
１
０
０
人
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54

－

２
１
１
１

冬
休
み
映
画
会
と
折
り
紙
遊
び

29



33

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
皆
で
歌
っ
て
、

優
し
い
心
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

12
月
23
日
㈰
開
場
午
後
３
時

30
分
、
開
演
午
後
４
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
小
学
生
・

車
イ
ス
の
方
は
無
料
（
純
益
は
、
年
末

助
け
合
い
と
し
て
秩
父
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
附
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

ゴ
ス
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ウ　

松
葉

☎
０
９
０

－

４
６
６
１

－

７
０
８
５

み
ど
り
の
村
の
催
し

32●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

平
成
20
年
１
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
み　

１
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

記
入
し
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－
０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し

33●
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー

「
小
正
月
を
味
わ
お
う
」

と　

き　

平
成
20
年
１
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般

定　

員　

10
人

参
加
費　

４
，
０
０
０
円

申
込
み　

12
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
に

て
申
込
み

●
12
月
の
館
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
お
な
も
み
モ
ン
ス
タ
ー
」

　

く
っ
つ
く
種
を
使
っ
て
、
へ
ん
て
こ

生
き
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
！

「
木
の
枝 

小
枝
工
房
」

　

自
然
の
ま
ん
ま
の
木
の
枝
で
、
お
も

し
ろ
工
作
し
て
み
よ
う
！

と　

き　

毎
日
、
随
時
開
催

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

34●
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
in
お
お
た
き

と　

き　

平
成
20
年
１
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

参
加
費　

無
料

対　

象　

一
般

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

当
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
大
滝
氷
柱
ハ
イ
ク

と　

き　

平
成
20
年
１
月
30
日
㈬

※
午
前
10
時
10
分
に
三
峰
口
駅
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
代
）

対　

象　

18
歳
以
上
の
個
人
か
団
体

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み　
１
月
４
日
㈮
か
ら
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）で
受
付
。

問
い
合
わ
せ　

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
55

－

０
０
１
４

55

－

０
０
６
３

●
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

　

〜
冬
の
自
然
あ
そ
び
編
〜

と　

き　

平
成
20
年
２
月
16
日
㈯
午
前

11
時
30
分
〜
17
日
㈰
午
後
２
時

対　

象　

親
子（
子
ど
も
は
４
歳
以
上
）

定　

員　

20
組
（
抽
選
）

参
加
費　

大
人
４
，
５
０
０
円
、
子
ど

も
３
，
５
０
０
円

申
込
み　

１
月
20
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ　

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
１

０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
３

　

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

naguri-genki.com

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
のホームページで確認できます。

12
月
９
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
小 鹿 野 中 央 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･呼）

熊木町
小鹿野町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－7447
☎75－2332
☎24－1234

12
月
16
日

医師会休日診療所
健 生 堂 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（外･内）

熊木町
東 町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－0270
☎62－6300
☎52－3121

12
月
23
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（産・婦・内）

熊木町
番場町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎24－1336
☎23－0611
☎24－3111

12
月
24
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
皆 野 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
本 町
皆野町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎25－2711
☎62－6300
☎22－3311

12
月
30
日

伊古田小児科医院
荒 舩 医 院
秩 父 病 院
光 病 院

（　小　）
（内･外）
（内･小）

皆野町
横瀬町
宮側町
藤岡市本郷

☎62－4585
☎24－0160
☎22－3022
☎24－1234

12
月
31
日

水 野 医 院
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（　内　）
（内･小）
（内･小）

山 田
阿保町
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎22－3315
☎23－1300
☎75－2332
☎52－3121

１
月
１
日

片 田 医 院
本 間 医 院
皆 野 病 院
く す の 木 病 院

（外･内）
（内･小・リウマチ）

下影森
小鹿野町
皆野町
藤岡市旭町

☎22－1801
☎75－0020
☎62－6300
☎24－3111

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
藤岡総合病院附属
外来センター　　

（ 桜木町
藤岡市中栗須

☎23－0611
☎22－3311

１
月
３
日

あらいクリニック
荒 舩 医 院
秩 父 病 院
篠 塚 病 院

（内･小）
（内･外）

本 町
横瀬町
宮側町
藤岡市篠塚

☎25－2711
☎24－0160
☎22－3022
☎23－9261

平日夜間小児初期救急　秩父市立病院　☎23－0611（月～金曜（祝日を除く）　午後７時30分～１０時）

ゴ
ス
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ウ

　

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト
！

31

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し
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2007年12月号

※詳細については、今月号22・23ページおよび11月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成19年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

12月
１月

保健センター
カレンダー

12月の納税
固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第６期

●健康相談（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

●三種混合予防接
種（秩父）

●育児相談（荒川）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）
●骨骨教室（吉田）
●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●４か月児健診
　（秩父）
●言語リハビリ教
室（吉田）

●親子ふれあい教
室（大滝）

●健康相談（荒川）

●BCG予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（吉田）

●言語リハビリ教
室（荒川）

●親子ふれあい教
室（大滝）

●両親学級１日目
（秩父）

●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●育児相談（吉田）●健康相談・育児
相談（大滝）

●育児相談（荒川）

12/10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 １/１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

天皇誕生日 振替休日

元日

●健康相談・栄養
相談（吉田）

●３歳児健診
　（秩父）

●４か月児･10か
月児健診、BCG
予防接種（吉田）
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　10月28日、秩父市環境衛生推進員連絡会秩
父支部では、不法投棄の防止を図り、明るく
清潔な住みよい生活環境づくりを目的に、や
すらぎの丘管理事務所駐車場を会場に、「タ
イヤ・バッテリー・消火器」の不用３品目の
一斉有料受け入れを実施しました。
　当日は、タイヤ・ホイール2,479本をはじ
め、バッテリー、消火器が予想以上に集まり、
たいへん好評でした。

タイヤ、バッテリー、消火器のタイヤ、バッテリー、消火器の
有料受け入れを実施しました有料受け入れを実施しました

　10月23日、塗 克康さん（上町）から、市
内小中学校と高校に各２枚ずつ「秩父巡り唄」
のＣＤが寄贈されました。
　「秩父巡り唄」は、塗さんが秩父地域の四
季を折り込んで作詞、唄った民謡で、子ども
たちにもっと秩父の民謡を知って欲しいとの
思いから、今回の寄贈となりました。
　塗さんが会長を務める秩父民謡団体連合会
は、毎年、芝桜の丘で「秩父音頭」などの流
し踊りを披露していますが、「いつの日か子
どもたちと一緒に踊れることを楽しみにして
います。」と語っていました。

　10月26日、この度商標登録の完了した「ち
ちぶ山ルビー」と「ちちぶ太白」の生産関係
者が市長報告に訪れました。
　リザマートとピアレスを交配してできた新
品種のぶどう「ちちぶ山ルビー」、秩父地域
で60年以上の長きにわたり守られてきたサツ
マイモ「ちちぶ太白」。
　どちらも今や秩父を代表する特産品にまで
成長し、現在入手が困難なほどの人気となっ
ています。

ちちぶ山ルビー、ちちぶ太白ちちぶ山ルビー、ちちぶ太白
商標登録が完了しました商標登録が完了しました

　11月７日～９日の３日間、秩父消防本部で
健康推進員を対象とした、ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）を使用した救急救命講習が行わ
れました。
　これは、市内各施設にＡＥＤが設置された
ことにより、救命についての知識を多くの人
が習得しようと健康推進員連絡会秩父支部が
企画したものです。
　３日間で76人が参加し、真剣に講習に取り
組みました。

ＡＥＤ講習会を実施しましたＡＥＤ講習会を実施しました

市内小中学校・高校に市内小中学校・高校に
「秩父巡り唄」のＣＤを寄贈「秩父巡り唄」のＣＤを寄贈

ちちぶ太白サツマイモ
生産組合の皆さん

▲

▲秩父ぶどう組合連
絡協議会の皆さん
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　10月13日から15日にかけて、市と姉妹都市
提携をしているタイ王国ヤソトン市から総勢
86人の交流団が訪問しました。
　今年は、日タイ修好120周年および日タイ
観光交流年2007の記念の年にあたり、タイ王
国政府観光庁の協力のもと、盛大な交流会が
実施されました。龍勢祭当日には、タイ王
国大使館の呼びかけで集合した在日のタイの
方と訪問団で、タイ東北地方の音楽や踊りを
合わせたパレードを披露いただき、秩父市と
ヤソトン市のさらなる文化交流と日タイ修好
120周年を祝いました。  

　10月31日、中川苗畑跡地でそば処「ちちぶ
花見の里」の竣工式が行われました。この施
設は、花畑の大パノラマを前に打ち立てのそ
ばを食べることができます。
　11月11日には、荒川総合運動公園で新そば
まつりが開催され、イベント会場ではジャイ
アント白田さんを迎えての新そば大食い大会
が行われ大変盛り上がりました。
　また、まつり会場では、そば処８店が新そ
ば4,100食を用意し、訪れた方々は晩秋の一
日を美味しい新そばに舌鼓を打ちました。
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◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

「ちちぶ花見の里」オープンと「ちちぶ花見の里」オープンと
第14回新そばまつり第14回新そばまつり

「龍勢」が結ぶ国際交流「龍勢」が結ぶ国際交流

タイ王国ヤソトン市からタイ王国ヤソトン市から
龍勢交流団が来秩龍勢交流団が来秩

　10月26日、三峰成蹊殿において「第31回奥秩
父大滝紅葉まつり」のオープニングセレモニー
としてライトアップ点灯式が行われました。
　この点灯式に使われた火は、三峯神社にお
いて古式にのっとり採火されたもので、笙

しょう

の
音色とともに会場まで運ばれ“かがり火”に
点火されました。同時に周辺のライトが点灯
され、浮かび上がる紅葉の中での「雅楽」演
奏は、幻想的で古代へタイムスリップした雰
囲気を醸し出していました。

幻想の中に浮かび上がる“かがり火“幻想の中に浮かび上がる“かがり火“

「第31回奥秩父大滝紅葉まつり」「第31回奥秩父大滝紅葉まつり」
ライトアップ点灯式ライトアップ点灯式

　９月８日、県民
健康センターで「少
年の主張大会」（埼
玉県など主催）が
行われ、熊谷女子
高１年の小山友里
さん（上吉田）が
高校生・一般の部
で優良賞を受賞し
ました。
　『故

こ

郷
きょう

』と題する
作品は、アメリカ
へホームステイした経験をもとに、帰郷した
ときの気持ちを書いたものです。県内の3,000
点を超す応募の中から見事優良賞に選ばれま
した。
　小山さんは、「この作品は中学生のときに書
いたものです。いろいろ指導していただいた
先生に感謝しています。」と語ってくれました。

少年の主張大会で少年の主張大会で
小山友里さんが優良賞を受賞小山友里さんが優良賞を受賞
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